
6
２０１５

発行日　平成２7年６月11日

発　行　那珂市

編　集　秘書広聴課広報グループ

　　　　〒311－0192

　　　　茨城県那珂市福田1819－5

E-mail　hisho-k@city.naka.lg.jp

U R L　http://www.city.naka.lg.jp

No.125No.125

目次 Contents

八重桜まつり201八重桜まつり20155
児童手当現況届の提出を忘れずに児童手当現況届の提出を忘れずに！！
平成27年度那珂市特産品ブランド認証品募集平成27年度那珂市特産品ブランド認証品募集！！
皆さんの意思を投票皆さんの意思を投票でで
障がい者に対する差別について考えてみませんか障がい者に対する差別について考えてみませんか？？
わがまちの環境を考えわがまちの環境を考えるる
平成27年春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲受平成27年春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲受章章
水水鳥鳥蔚蔚
平成26年度下半期那珂市の財政事平成26年度下半期那珂市の財政事情情
１人に１つ。マイナンバー Vol.１人に１つ。マイナンバー　Vol.33
青少年相談員を紹介します ほ青少年相談員を紹介します　ほかか
那珂市内放射線量の測定状那珂市内放射線量の測定状況況
まちの話まちの話題題
InformatioInformationn
さわやかさん、表紙の裏側 ほさわやかさん、表紙の裏側　ほかか

……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……

２２
５５
６６
８８
1100
1122
1144
1166
2200
2233
2244
2266
2288
3300
3344



２

八八
重重
桜桜
まま
つつ
りり

４
月

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
日
本
さ
く

　

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
日
本
さ
く
らら

１８１８

名
所
１
０
０
選
地
の
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園

名
所
１
０
０
選
地
の
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
でで
、「
八
、「
八

重
桜
ま
つ
り
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

重
桜
ま
つ
り
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

４
月

日
・

日
の
２
日
間
は
、
水
上
ス
テ

　

４
月　

日
・　

日
の
２
日
間
は
、
水
上
ス
テ
ーー

２５２５

２６２６

ジ
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
那
珂
ふ
る
さ
と

ジ
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大大

使
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

使
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
数数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、、

日
は
那
珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
西
野
陽
子

　

日
は
那
珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
西
野
陽
子
ささ

２９２９ん
の
就
任
式
、
西
野
陽
子
さ
ん
と
岩
下
愛
莉
さ

ん
の
就
任
式
、
西
野
陽
子
さ
ん
と
岩
下
愛
莉
さ
んん

二
人
の
モ
デ
ル
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
か

二
人
の
モ
デ
ル
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
か
たた

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。。

ま
た
、
夜
に
な
る
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

　

ま
た
、
夜
に
な
る
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベベ

ン
ト
「
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
の
点
灯
も
行
わ
れ
、

ン
ト
「
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
の
点
灯
も
行
わ
れ
、
昼昼

の
桜
と
は
一
味
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
醸
し

の
桜
と
は
一
味
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
醸
し
だだ

さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た
。。

　

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
日
本
さ
く
ら

１８

名
所
１
０
０
選
地
の
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
、「
八

重
桜
ま
つ
り
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月　

日
・　

日
の
２
日
間
は
、
水
上
ス
テ
ー

２５

２６

ジ
で
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大

使
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

　

日
は
那
珂
市
観
光
協
会
宣
伝
部
長
西
野
陽
子
さ

２９ん
の
就
任
式
、
西
野
陽
子
さ
ん
と
岩
下
愛
莉
さ
ん

二
人
の
モ
デ
ル
撮
影
会
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
か
た

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
な
る
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
「
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
の
点
灯
も
行
わ
れ
、
昼

の
桜
と
は
一
味
違
う
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
醸
し
だ

さ
れ
ま
し
た
。

夢AKARI夜の桜の魅力をお届けします夢AKARI   夜の桜の魅力をお届けします！！夢AKARI   夜の桜の魅力をお届けします！



広報なか６月号３

まつりを盛り上げるステーまつりを盛り上げるステージジ

宮下 敏宮下　敏子子

イバライガイバライガーー

コマキ フコマキ　フララ瓜連おはやし保存瓜連おはやし保存会会

額田お囃子保存額田お囃子保存会会

伝統文化日舞こども教室柳扇伝統文化日舞こども教室柳扇会会

那珂市民吹奏楽那珂市民吹奏楽団団 踊 正太踊　正太郎郎

まついえつまついえつここ

那珂ふるさと大那珂ふるさと大使使
コンサーコンサートト

よさこいソーラよさこいソーランン

～八重桜の下で600人が華やかに舞う～八重桜の下で600人が華やかに舞う～～



４

満開の桜の満開の桜の下下
モデル撮影モデル撮影会会

　

八
重
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
４
月　

日
、
旧
し

２９

ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
で
、
那
珂
市
観
光
協

会
宣
伝
部
長
就
任
式
が
行
わ
れ
、
那
珂
市
出
身

で
、
２
０
１
５
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
茨
城
大
会
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
西
野
陽
子

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

西
野
さ
ん
に
は
、
那
珂
市
観
光
協
会
会
長
で

あ
る
海
野
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
昨

年
宣
伝
部
長
に
就
任
し
た
岩
下
愛
莉
さ
ん
と
と

も
に
、
市
内
外
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
魅

力
発
信
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

西
野
さ
ん
は
「
気
候
が
穏
や
か
で
自
然
も
豊

か
。
素
晴
ら
し
い
環
境
で
生
活
で
き
る
那
珂
市

で
、
す
て
き
な
仕
事
を
頂
い
て
光
栄
で
す
。
た

く
さ
ん
の
か
た
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

2015ミス・ユニバース・ジャパン茨城大2015ミス・ユニバース・ジャパン茨城大会会
グランプグランプリリ

西野陽子さん西野陽子さん

那珂市観光協会
宣伝部長就任式

モデル撮影会の一コモデル撮影会の一コママ

2014ミス・ユニバース・ジャパン茨城大2014ミス・ユニバース・ジャパン茨城大会会
準グランプ準グランプリリ

岩下愛莉さん岩下愛莉さん

満開の桜の下
モデル撮影会



広報なか６月号５

■
対
象
児
童

　

中
学
校
修
了
前
（　

歳
到
達
後
最
初
の

１５

年
度
末
）
の
児
童

※
平
成　

年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童

１２

■
児
童
手
当
の
月
額
（
所
得
制
限
あ
り
）

〈
所
得
制
限
以
内
〉

○
３
歳
未
満　

一
律　

１
万
５
０
０
０
円

○
３
歳
以
上

　
　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　
　

第
３
子
以
降　
　

１
万
５
０
０
０
円

○
中
学
生　
　

一
律　

１
万
円　

○
所
得
制
限
を
超
え
た
か
た

　
　
　
　
　
　

一
律　

５
０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
は
、　

歳
到
達
後
最
初
の

１８

３
月　

日
ま
で
を
数
え
ま
す
。「
第
３
子

３１

以
降
」
と
は
、　

歳
到
達
後
最
初
の
３

１８

月　

日
ま
で
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の

３１
う
ち
、
３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す

■
支
払
時
期

　

２
月
・
６
月
・　

月
１０

　
（
例
…
２
月
の
支
給
日
に
は
、　

〜
１

１０

月
分
の
児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す
）

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

お
子
様
へ
は
、
保
護
者
で
な
く
施
設
設

置
者
へ
の
支
給
と
な
り
ま
す

■
提
出
方
法

　

現
況
届
へ
の
記
入
お
よ
び
必
要
書
類
を

添
え
て
、
同
封
す
る
返
送
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
ど
も
課
窓
口

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の
請
求
が

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
那
珂
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
で

す
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
の
か
た
は
勤
務
先
で

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

※
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
お
勤
め
の
か
た

は
、
市
こ
ど
も
課
で
の
請
求
に
な
り
ま

す

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
所
得
制

限
限
度
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
子
育
て
を
社
会
全
体

で
応
援
す
る
趣
旨
の
も
と
に
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
、
受
給
者
が

児
童
手
当
の
趣
旨
に
し
た
が
っ
て
、
手
当

を
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の
た
め
に
有

効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
手
当
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
育
料
を
児
童
手
当
か
ら
本
人

の
同
意
を
得
ず
特
別
徴
収
で
き
る
仕
組

み
、
学
校
給
食
費
な
ど
を
本
人
の
同
意
に

よ
り
児
童
手
当
か
ら
徴
収
で
き
る
仕
組
み

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、出
生
や
転
入
の
日
か
ら　

日
以

１５

内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申
請
が
遅
れ
る

と
、原
則
、遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
も
子
育
て
世
帯
を
対
象
と

２７

し
た
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
申
請
書
は
児
童
手

当
現
況
届
と
同
一
の
申
込
書
に
な
り
ま
す
。

６
月
中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
の
で
、

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
中
の
所
得
を
も
と
に
確
認
を

２６

し
ま
す
。
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
か

た
は
所
得
の
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
１
月
１
日
に
那
珂
市

２７

に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
か
た
は
、
所
得

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
１
月
１
日
に

住
所
が
あ
っ
た
市
町
村
で
『
住
民
税
課
税

証
明
書
』（
所
得
・
扶
養
人
数
が
記
載
し
て

あ
る
も
の
）
な
ど
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
児
童
手
当
定
期
払
時
に
、
那
珂

市
か
ら
手
当
を
受
け
取
っ
た
か
た
は
、

『
現
況
届
』
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
況
届
は
毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る

状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届

の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※『
現
況
届
』
は
、
市
か
ら
現
在
児
童
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
６
月
　
日
ま
で
に
必
要
書
類

３０

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
所
得
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

緯
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
２
５
４
・
２
５
５
）

問
い
合
わ
せ

所得額扶養親族などの数

６２２万円０人

６６０万円１人

６９８万円２人

７３６万円３人

７７４万円４人

８１２万円５人

■平成27年度所得制限限度額（控除後の所得）
児
童
手
当
の
支
給
要
件

所
得
制
限
限
度
額
は
？

所
得
の
確
認
方
法

児
童
手
当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
趣
旨

お
よ
び
保
育
料
の
特
別
徴
収

申
請
は
出
生
・
転
入
か
ら
　
日
以
内
に

15

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て



６

平平
成成
　
年
度
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集

年
度
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集
！！

2727

○
那
珂
市
産
の
農
産
物
を
原
料
と
し
た

加
工
食
品

○
那
珂
市
内
で
製
造
さ
れ
た
食
品

○
那
珂
市
外
に
本
拠
を
置
く
事
業
者
が
、

　

市
内
の
事
業
所
で
製
造
し
た
食
品

○
那
珂
市
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物

対
象
と
な
る
商
品

平
成
　
年
度
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集
！

27

○
商
品
へ
の
「
認
証
マ
ー
ク
」
の
表
示

○
認
証
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
自
社

に
よ
り
行
う
場
合
、「
認
証
マ
ー
ク
」

の
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
く
使
用

○「
広
報
な
か
」
で
商
品
紹
介

○
市
役
所
（
特
産
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
）

に
展
示

○
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

　

会
が
行
う
Ｐ
Ｒ
活
動
で
の
広
報
・
宣
伝

認
証
の
特
典

　

３
年
間

認
証
期
間

平
成
　
年
度
認
証
品

26

【ひまわりの丘】
杉１０９５－２　緯２９８－５０５９
午前１０時～午後６時　定休日・不定休

許
シ
フ
ォ
ン
ケ
�
キ

�
ホ
�
ル
�
�
�
�
円
�

�

カ
ッ
ト
�
�
�
円
�
と
も
に
税
込
	

虚
ク
ロ
サ
ワ
本
舗
の
や
わ
ら
か
干
い
も

�
�
黄
金
泉�
�
価
格
は
要
問
合
わ
せ
	

こ
が
ね
い
ず
み

【クロサワ本舗有限会社】
飯田３６５０－１　緯２２９－２４８５
午前９時～午後４時　定休日・日曜日

　

市
で
は
、
産
業
の
振
興
と
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
「
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
商

品
は
、
那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
委
員
会
が
、
那
珂
市
ら
し
さ
と
い
っ
た
認
証
基
準
に
よ

り
審
査
・
選
定
し
、
推
進
協
議
会
が
認
証
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
た
に
認
証
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�

認
証
さ
れ
た
商
品
に
は
�

認
証
シ
�
ル
を
貼
る
こ
と

が
で
き
る
よ





広報なか６月号７

○
市
内
お
よ
び
市
外
に
本
拠
を
置
き
、

市
内
で
加
工
食
品
を
製
造
し
て
い
る

事
業
者

○
那
珂
市
産
の
農
作
物
の
生
産
者
組
織

団
体

※
１
事
業
者
に
つ
き
、
１
商
品
に
限
り

申
請
可
能
（
新
規
申
請
）

※
１
年
以
上
継
続
し
て
製
造
・
生
産
・

販
売
し
て
い
る
商
品

応
募
資
格

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

商
工
観
光
課
窓
口
、
ま
た
は
郵
送
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
商
工
観
光
課
窓
口
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き

ま
す

応
募
方
法

　

７
月
１
日
（
水
）
〜　

日
（
金
）

３１

※
郵
送
の
場
合
消
印
有
効

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

応
募
期
間

・認証品がよく売れるようになり、生産を増やした

・商品に関する問い合わせが増えた

・「広報なか」に掲載されてから、新規のお客様が増えた

・店頭に置いてあるブランド認証品のパンフレットを

持ち帰るお客様が多い

・ブランドの商品を集めているお客様がいた

・例年だと商品があまり売れない時期にも売

　れるようになった

★平成26年度認証事業者の声★

距
那
珂
銘
菓�

ひ
ま
わ
り
の�
詩� うた

�
�
個
�
�
�
円
�
税
込
	

【有限会社青柳製菓】
福田１７９２－４　緯２９５－２６８８
午前８時～午後７時　定休日・不定休

鋸
つ
ぼ
焼

�

�
�
個�

円
�
税
抜
	

��

【有限会社つぼ焼おおがね】
額田北郷６０９　緯２９８－１０８８
午前８時～午後６時３０分　定休日・月曜日

漁
青
大
豆
豆
腐�

よ
し
の
美
人

�

�
�
丁


�
�
円
�
税
込
	

【ふれあいファーム芳野】
鴻巣２０９０　緯２９５－８１５５
午前９時～午後５時３０分　定休日・なし

禦
ひ
ま
わ
り
コ
ロ
ッ
ケ

�

�
�
個
�
�
�
円
�
税
込
	

【肉のヤマダ】
後台６７８－５　緯２９５－３６２９
午前８時～午後７時　定休日・木曜日

平成26年度
「常陽　食の商談会」
でのＰＲ活動の様子

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局局（（
商
工
観
光
課
内
）

商
工
観
光
課
内
）

緯緯
２
９
２
９
８８
・・
１
１
１

１
１
１
１１（（
内
線
２
４
４

内
線
２
４
４
））

問
い
合
わ
せ

那
珂
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局（
商
工
観
光
課
内
）

緯
２
９
８
・
１
１
１
１（
内
線
２
４
４
）



８

皆
さ
ん
の
意
思
を
投
票

皆
さ
ん
の
意
思
を
投
票
でで

皆
さ
ん
の
意
思
を
投
票
で

市民投票条例に関する提言書について

　平成２６年８月に、推薦・公募による「那珂市住民投票条例検
討委員会」を組織。委員長に常磐大学の吉田勉准教授を迎え、
平成２７年２月までに計８回の委員会を経て、市民の意思を直接
的に確認する手法である「住民投票制度」に関する検討が重ね
られてきました。
　２月１８日に、これまでの検討結果をまとめた「那珂市市民投
票条例に関する提言書」が市長へ提出されました。この提言書
では、市民投票の実施を請求する場合の要件、投票することが
できる者の資格その他の市民投票制度の骨格となる事項が盛り
込まれています。ここでは、提言書の内容を紹介します。

①
市
民
か
ら
の
請
求

　
　

市
民
投
票
の
投
票
権
を
持
つ
人
の
５
分

の
１
以
上
の
署
名
に
よ
り
、
市
長
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
市
議
会
か
ら
の
請
求

　
　

議
員
定
数
の　

分
の
１
以
上
の
賛
成
に

１２

よ
る
議
員
提
案
を
、
出
席
議
員
の
過
半
数

の
賛
成
で
議
決
し
た
場
合
、
市
長
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
市
長
か
ら
の
発
議

　
　

市
長
は
自
ら
市
民
投
票
を
発
議
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、あ
ら
か
じ
め
市
議
会
に

協
議
を
し
、意
見
を
求
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
投
票
を

実
施
す
る
に
は

ＱＡ　

市
民
投
票
は
次
の
３

つ
の
方
法
に
よ
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
方
法
な
ど
は

ど
う
な
る
の

ＱＡ　

市
民
投
票
は
１
人
１

票
で
、
通
常
の
選
挙
と

同
様
に
、
期
日
前
投
票

な
ど
も
で
き
ま
す
。

投
票
で
き
る
の
は

ど
ん
な
人

Ｑ

　

永
住
外
国
人
と
は
、
①
永
住
者
の
在
留
資

格
で
在
留
す
る
人
、
②
特
別
永
住
者
の
い
ず

れ
か
の
在
留
資
格
で
在
留
す
る
人
で
す
。

※
永
住
者
▼
素
行
善
良
で
独
立
の
生
計
を
営

む
に
足
る
資
産
な
ど
を
所
有
し
て
お
り
、

永
住
許
可
申
請
を
し
、
法
務
大
臣
か
ら
許

可
さ
れ
た
外
国
人
で
す

※
特
別
永
住
者
▼
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か

ら
日
本
に
住
み
、
戦
後
に
日
本
国
籍
を
離

脱
し
た
後
も
引
き
続
き
在
留
し
て
い
る
台

湾
、
朝
鮮
半
島
出
身
者
と
そ
の
子
孫
で
す

Ａ　

那
珂
市
に
引
き
続
き
３

か
月
以
上
住
所
を
有
す
る

満　

歳
以
上
の
日
本
人
と

１８
永
住
外
国
人
で
す
。

　

市
民
投
票
の
結
果
が
、
そ
の
ま
ま
市
の
決

定
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
長
・

市
議
会
は
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
ま
す
。

　
市
政
運
営
上
の
重
要
事
項

　
　

市
で
は
、
差
し
当
た
っ
て
市
民
投
票
を

実
施
す
る
事
案
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
市
町
村
合
併

な
ど
を
「
市
政
運
営
上
の
重
要
事
項
」
で

あ
る
と
し
て
実
施
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

市
民
投
票
と
は

ＱＡ　

市
政
運
営
上
の
重
要
事

項
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

様
の
意
思
を
投
票
と
い
う

形
で
問
い
、
そ
の
結
果
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
制
度

で
す
。

に
例
条
票
投
民
市

市
民
協
働
課

緯
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

問
い
合
わ
せ



広報なか６月号９

る
す
関

那
珂
市
の
市
民
投
票

条
例
の
特
徴
は

ＱＡ　

那
珂
市
の
市
民
投
票

条
例
に
は
、
次
の
６
つ

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
各
主
体
が
連
携
し
た
十
分
な
情
報
提
供

　
　

市
長
と
と
も
に
、
市
議
会
そ
し
て
、
地

域
内
の
情
報
の
収
集
・
発
信
の
役
割
を
担

う
市
民
自
治
組
織
に
つ
い
て
も
、
市
民
投

票
情
報
の
提
供
に
関
与
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。

②
投
票
実
施
前
の
質
問
提
出
制
度

　
　

市
民
と
の
情
報
の
や
り
と
り
を
通
じ
て

よ
り
よ
い
投
票
行
動
に
結
び
つ
け
る
た

め
、投
票
実
施
前
に
質
問
を
募
り
、そ
れ
に

対
し
市
が
把
握
し
て
い
る
情
報
な
ど
を
整

理
し
、
提
供
・
公
表
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③
市
長
発
議
・
議
会
請
求
の
場
合
の
双
方
の

協
議

　
　

二
元
代
表
制
の
趣
旨
か
ら
、
市
長
と
市

議
会
が
市
民
投
票
を
実
施
す
る
趣
旨
に
つ

い
て
十
分
な
議
論
を
行
い
、
そ
れ
を
市
民

に
明
ら
か
に
し
ま
す
。
市
長
発
議
の
場
合

「
あ
ら
か
じ
め
、
市
議
会
に
協
議
を
し
、
意

見
を
求
め
」、
議
会
請
求
の
場
合
「
あ
ら
か

じ
め
、
市
長
の
意
見
を
求
め
る
」
こ
と
と

し
ま
す
。
市
長
発
議
は
、
市
議
会
の
意
見

を
十
分
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

④
二
者
択
一
の
設
問
形
式

　
　

二
者
択
一
に
な
る
ま
で
、
市
長
と
市
議

会
が
十
分
な
協
議
・
検
討
を
し
、
最
終
的

な
段
階
で
市
民
に
提
示
し
て
、
そ
の
的
確

な
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

⑤
市
民
投
票
の
成
立
要
件
を
設
け
な
い

　
　

ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
投
票
率
な
ど
に

よ
る
成
立
要
件
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
投
票
し
た

人
の
知
る
権
利
や
行
政
の
透
明
性
の
確
保

な
ど
の
観
点
か
ら
、
投
票
率
に
か
か
わ
ら

ず
、
投
票
を
実
施
し
た
ら
必
ず
開
票
し
、

市
長
や
市
議
会
は
そ
の
結
果
を
総
合
的
に

判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
市
民
投
票
結
果
へ
の
十
分
な
配
慮

　
　

市
民
投
票
の
結
果
が
出
た
ら「
終
わ
り
」

で
は
な
く
、
市
長
や
市
議
会
が
責
任
を

持
っ
て
尊
重
し
、
市
長
は
投
票
結
果
と
行

政
上
の
行
為
と
の
関
係
を
公
表
す
る
も
の

と
し
ま
す
。

投票資格者
総数の

５分の１以上
の署名

市議会に協
議し、意見
を求める

市長に意見を求める
議案提案
　定数の 12分の１以上

議決
　出席議員の過半数

実施の請求

市長

市民投票実施の決定（告示）要旨を公表、
選挙管理委員会に通知

○市民からの質問提出期間を設定（１か月程度）

○ 質問に対し、市の把握している情報などを整理し、

提供・公表（２週間程度）

公表後、選挙管理委員会へ通知

○投票期日の決定（告示）
○投票所の指定

投票資格者による投票
※投票資格者：満 18歳以上の日本人・永住外国人

投票結果（告示）

結果の尊重（市長・市議会）

市民 市議会 市長

市民投票の流れ

　

那
珂
市
の
市
民
投
票
制
度
は
、
署
名
の

数
な
ど
、
請
求
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
い

つ
で
も
実
施
で
き
る
「
常
設
型
」
と
呼
ば

れ
る
制
度
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
思

を
、
直
接
市
長
や
市
議
会
へ
届
け
る
「
究

極
の
市
民
参
加
手
法
」
と
い
わ
れ
る
市
民

投
票
制
度
、
二
元
代
表
制
を
補
完
す
る
制

度
と
し
て
、
ま
た
、「
自
治
の
更
な
る
進

展
」へ
の
新
た
な
１
歩
と
捉
え
て
い
ま
す
。

二
元
代
表
制
を
補
完
す
る
制
度
で
す

今
後
の
日
程

　

提
言
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
議
会
と

と
も
に
勉
強
会
を
開
く
な
ど
し
て
協
議
を

重
ね
、
内
容
の
精
度
を
高
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
提
言
書
の
内

容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
を
通
し
て
周
知

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
提
言
書
を
基
に
市
民
投
票
条

例
案
を
作
成
し
、
市
議
会
と
十
分
協
議
し

な
が
ら
条
例
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。



１０

　 日本 は、 国連総会 で 採択 された「 障害者 の 権利 に 関 する 条約 （ 障害者権利条約 ）」を 平成 ２６ 年 １ 月 に
にほん こくれんそうかい さいたく しょうがいしゃ けんり かん じょうやく しょうがいしゃけんりじょうやく へいせい ねん がつ

 批准 し、１４１ 番目 の 条約締結国 となりました。
ひじゅん ばんめ じょうやくていけつこく

　 条約 を 締結 したことにより、 障 がい 者 の 権利 の 実現 に 向 けた 取 り 組 みとして、 平成 ２８ 年 ４ 月 から、
じょうやく ていけつ しょう しゃ けんり じつげん む と く へいせい ねん がつ

「 障害 を 理由 とする 差別 の 解消 の 推進 に 関 する 法律 　 （障害者差別解消法） 」がスタートします。
しょうがい りゆう さべつ かいしょう すいしん かん ほうりつ しょうがいしゃさべつかいしょうほう

　 茨城県 では、 障害者差別解消法 のスタートに 先立 ち、 平成 ２７ 年 ４ 月 から「 障害 のある 人 もない 人 も
いばらきけん しょうがいしゃさべつかいしょうほう さきだ へいせい ねん がつ しょうがい ひと ひと

 共 に 歩 み 幸 せに 暮 らすための 茨城県 づくり 条例 （ 茨城県障害者権利条例 ）」がスタートしました。
とも あゆ しあわ く いばらきけん じょうれい いばらきけんしょうがいしゃけんりじょうれい

　これらの 法律 などは、 障 がいのある 人 への 差別 をなくすことで、 障 がいのある 人 もない 人 も 分 け 隔 
ほうりつ しょう ひと さべつ しょう ひと ひと わ へだ

てられることなく、 人格 と 個性 を 尊重 し 合 いながら 共 に 生 きる 社会 をつくることを 目  指 しています。
じんかく こせい そんちょう あ とも い しゃかい め ざ

 障 がい 者 に 対 する 差  別 について
しょう しゃ たい さ べつ

 考 えてみませんか？
かんが

　 障 がいを 理由 として、 正当 な 理由 なく、サービスの 提供 を 拒否 したり、 制限 したり、 条件 を
しょう りゆう せいとう りゆう ていきょう きょひ せいげん じょうけん

 付 けたりするような 行為 であり、 障 がいのある 人 （ 家族 なども 含 む）から 何 らかの 配慮 を 求 め
つ こうい しょう ひと かぞく ふく なん はいりょ もと

る 意  思 の 表明 があった 場合 に、 負担 になり 過 ぎない 範囲 で、
い し ひょうめい ばあい ふたん す はんい

 社会的障壁 ※１
しゃかいてきしょうへき

を 取 り 除 くために
と のぞ

 必要 な
ひつよう

 合理的配慮 ※２
ごうりてきはいりょ

を 行 わないことで、 障 がいのある 人 の 権利  利益 が 侵害 される 場合 をいい
おこな しょう ひと けんり りえき しんがい ばあい

ます。

○ 障 がい 者 に 対 する 差  別 とは
しょう しゃ たい さ べつ

※１　　　　　･･･日 常生活      
にちじょうせいかつ

または 社会生活 を 営 む 上 で 障壁 となるような、① 社会 における 事物 （ 利用 
しゃかいせいかつ いとな うえ しょうへき しゃかい じぶつ りよう

しにくい 施設 、 設備 など）、② 制度 （ 利用 しにくい 制度 ）、③ 慣行 （ 障 がいのある 人 の
しせつ せつび せいど りよう せいど かんこう しょう ひと

 存在 を 意識 していない 慣習 、 文化 など）、④ 観念 （ 障 がいがある 人 への 偏見 など）な
そんざい いしき かんしゅう ぶんか かんねん しょう ひと へんけん

どがあげられます

※２ 合理的配慮 ･･･ 障 がいのない 人 と 実質的 に 同等 の 生活 を 営 むために、 求 めに 応 じて、 必要 かつ 適切 な
ごうりてきはいりょ しょう ひと じっしつてき どうとう せいかつ いとな もと おう ひつよう てきせつ

 現状 の 変更 または 調整 を 行 うこと
げんじょう へんこう ちょうせい おこな

　　　　　　　　　※ 負担 が 過重 になるものを 除 く
ふたん かじゅう のぞ

　 社会的障壁　         
しゃかいてきしょうへき

 対象者 
たいしょうしゃ

すべての 県民 
けんみん

 民間事業者 
みんかんじぎょうしゃ 国 、 地方公共団体 、

くに ちほうこうきょうだんたい

 独立行政法人 
どくりつぎょうせいほうじん

－してはならない 不当 な 差別的 
ふとう さべつてき

 取 り 扱 い
と あつか 障害者差別 

しょうがいしゃさべつ

 解消法 
かいしょうほう

（Ｈ２８．４．１～） －するように 努力 する
どりょく

しなければならない 合理的  配慮 
ごうりてき はいりょ

してはならない 障 がい 者 に
しょう しゃ

 対 する 差別 
たい さべつ

 茨城県障害者 
いばらきけんしょうがいしゃ

 権利条例 
けんりじょうれい

（Ｈ２７．４．１～）

　 障 がい 者 が 地域 の 一員 としてさまざまな 活動 に 参加 できるよう
しょう しゃ ちいき いちいん かつどう さんか

 支援 すること、 障 がいについての 理解 を 深 め、 差別 を 解消 するこ
しえん しょう りかい ふか さべつ かいしょう

と、 周囲 に 気  兼 ねなく 支援 を 求 められる 社会環境 を 実現 すること
しゅうい き が しえん もと しゃかいかんきょう じつげん

について、 努 めなければならない。
つと

 役割 
やくわり
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　 障 がいがあることで、 障 がいのない 人 たちとは 違 う 扱 いをしてしまったことはありませんか？
しょう しょう ひと ちが あつか

その 人 の 障 がいに 合 った 必要 な 工夫 ややり 方 を 考 えてみましょう。
ひと しょう あ ひつよう くふう かた かんが

こんなことをしていませんか？

○お 店 に入ろうとしたら、
みせ

 「車イ 
くるま

ス」を 利用 していることが 理由 で 入店 を 断 られた。
りよう りゆう にゅうてん ことわ

⇒ 障 がいを 理由 に 入店 を 断 ってはいけません。
しょう りゆう にゅうてん ことわ

 入店拒否 は
にゅうてんきょひ

ＮＧです！

○アパートの 契約 をするときに、 
けいやく

 「私は 
わたし

 障 がいがあります」と 伝 えると、  障 がいがあることを 理由 に 契約 を 断 られた。
しょう つた しょう りゆう けいやく ことわ

⇒ 障 がいを 理由 に 契約 を 断 ってはいけません。
しょう りゆう けいやく ことわ

 契約拒否 は
けいやくきょひ

ＮＧです！

○スポーツクラブや 習 い 事 の 教室 などで、 障 がいがあることを 理由 に、 入会 を 断 られた。
なら ごと きょうしつ しょう りゆう にゅうかい ことわ

⇒ 障 がいを 理由 に 入会 を 断 ってはいけません。
しょう りゆう にゅうかい ことわ

 入会拒否 は
にゅうかいきょひ

ＮＧです！

○ 災害時 の 避難所 で
さいがいじ ひなんじょ

 、聴覚 
ちょうかく

 障 がいがある 人 がいると 管理者 に 伝 えたのに、  必要 な 情報 が 音声 でし か 伝 えられなかった。
しょう ひと かんりしゃ つた ひつよう じょうほう おんせい つた

 ⇒聴覚  障 がいがあるかたにわかるように、 紙 に 書 いて 説明 するなどの
　ちょうかく しょう かみ か せつめい

　 合理的配慮 が 必要 です。
ごうりてきはいりょ ひつよう

すべてのかたにわかる 配慮 を！
はいりょ

○ 交通  機関 を 利用 したいときに、どの 乗 り 物 に 乗 ったらいいのかわからないので、 職員 に 聞 いたが、わかるように
こうつう きかん りよう の もの の しょくいん き

　 説明 してくれなかった。　　　
せつめい

⇒ 障 がいのある 人 に 対 しては、 丁寧 にわかりやすく 説明 するなどの 合理的配慮 が 必要 です。
しょう ひと たい ていねい せつめい ごうりてきはいりょ ひつよう

○ 会議 に 呼 ばれたので、わかりやすく 説明 してくれる 人 が 必要 だと 伝 えていたが、 対応 してもらえなかった。
かいぎ よ せつめい ひと ひつよう つた たいおう

⇒その 人 の 障 がいの 特性 や 要望 に 合 わせて、 人的 な 合理的配慮 を
ひと しょう とくせい ようぼう あ じんてき ごうりてきはいりょ

　する 必要 があります。
ひつよう

 立場 になって 考 えましょう！
たちば かんが

 社会  福祉課  障 がい 者  支援 グループ
しゃかい ふくしか しょう しゃ しえん

緯２９８－１１１１（ 内線 １２６・１２７）
ないせん 問 い 合 わせ

と あ
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わがまちの環境を考えわがまちの環境を考えるるわがまちの環境を考える

～家庭ごみの分別にご協力をお願いします～
◆紙類ごみは、４種類に分類し、資源ごみとして出しましょう！

　「紙類の日」に分別して出す紙類ごみは、①新聞・折込チ
ラシ、②段ボール、③紙パック、④その他紙類（雑誌、雑

がみ類）です。
　市では、①②についてはおおむね分別されていますが、
③④については分別されずに可燃ごみの袋の中に入れて出
されています。
　右図は、平成２６年１１月１０日に大宮地方環境整備組合環境
センターに持ち込まれた可燃ごみの内訳を示しています。
可燃ごみの中の分別されなかった「紙類ごみ」は重量比で
４４．１％にも達しており、ごみの内訳でも最も多い項目に
なっています。リサイクルできない紙を除くと、きちんと
分別すれば資源ごみとして排出できる紙が、年間約6400
トンもリサイクルされずにただ焼却されていることになり

ます。

　市では、分別された「紙類ごみ」は、資源ごみとして収
集していますので、③④についても①②と同様に、回収日
に資源ごみとして出すようご協力をお願いします。

　分別されずに出された「紙類ごみ」は、ここ数年増え続
けています。下表は、平成２４年度から平成２６年度までの、
可燃ごみの中の「紙類ごみ」の重量％推移を示します。デー
タは年４回測定する分析値の平均値です。今や家庭から出
る可燃ごみの約半分が「紙類ごみ」なのです。
　分別されなかった紙類ごみは、焼却処分された後、その
多くは埋め立て処分されます。その結果、ごみの最終処分
率を高め、リサイクル率を低下させることになりますの
で、ぜひとも紙類ごみの分別にご協力をお願いします。

～紙類ごみ分別のルール～

　①新聞紙・段ボール・紙パックは、種類ごとにひもで十字に縛ってください。

　※粘着テープは使用しないでください

　②お菓子の紙箱や空封筒などは、紙袋に入れて出してください。

　③雨の日でも、そのまま出してください。

　※水や薬品などで溶かすので、ぬれてもリサイクルには影響ありません

紙類ごみが占める重量年度
３３．３％平成２４年度
４１．２％平成２５年度
４４．８％平成２６年度

紙類
44.1%

布類
18.9%

厨 芥類
5.9%

その他
1.0%

不燃物類
0.5%

合成樹脂類
19.4%

10.2％

木・竹・
わら類

平成26年１１月１０日の那珂市可燃ごみの内訳

　雑誌（週刊誌、単行本、文庫本、カタログなど）やお

菓子・食品・ティッシュなどの紙箱、空封筒、トイレッ

トペーパーやラップの芯、ダイレクトメールのチラシ

類、コピー用紙・プリンター用紙、包装紙、ノート、

紙袋、カレンダー、画用紙・未使用の書道の半紙など

○防水加工された紙、ビニールやアルミでコーティン
　グされた紙…紙コップやヨーグルトの容器（少し破
　　　　　　　ると断面にビニールが見えるものなど）
○感熱紙…レシート、写真・写真プリント用紙
○カーボン紙…宅配便の伝票、圧着ハガキなど
○汚れた紙…ピザの箱、使用済のティッシュ紙、墨が

ついている書道の半紙など
　これらは紙製品にリサイクルできないため、可燃ご
みとして出してください。

≪分別できるその他紙類≫

≪分別できないその他紙類≫
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　市では、生ごみ処理機器の購入に対して補助を行っています。コンポストに

対しては購入価格の２分の１（上限3,000円）、電動・手動生ごみ処理機に対し

ては購入価格の３分の１（上限30,000円）です。ぜひこれを活用して、ご家庭

で生ごみのコンポスト化を行ってみてはどうでしょうか。

◆家庭から出される可燃ごみ重量の39.6％は「水分」です

　市で家庭から出される可燃ごみ重量の３９．６％（平成２６年度平均値）は「水分」です。残りは可燃分（５３．９％）
と灰分（６．５％）です。この水分は、ほとんど生ごみ（ 厨芥 類）とともに持ち込まれます。

ちゅうかい

　可燃ごみの総重量を減らすことは、焼却施設（環境センター）での焼却効率やごみ収集車の運搬効率が向上し
ます。また、焼却施設の耐用年数を延ばすことができます。
　生ごみの減量化のためにも水切りが必要です。すでにいろいろな水切りアイデアを実行されているかたも多い
と思います。生ごみの発生を抑制することが第一ですが、有効な方法として、生ごみのコンポスト化（堆肥化）
があります。コンポスト化を行えば、水分を多く含む生ごみを減らすことができます。また、①ごみ袋が軽くな
り、ごみ出しの回数も減る、②台所が清潔・衛生的になり、臭いも減らせる、③ごみ集積所を動物に荒らされに
くくなる、④家庭菜園などに使う肥料を作れる、といったメリットもあります。

◆プラスチック類ごみの分別は今後の課題です

　家庭から出される可燃ごみの中には、石油製品も多く含まれます。おもちゃ、スポンジ、コップ、ポリバケツ
や合成繊維、ビニール製品などのプラスチック類が２２．３％（平成２６年度平均値）含まれており、焼却処分すると
二酸化炭素（CO２）を排出し、地球温暖化を進める原因となります。
　下図は、可燃ごみの中のプラスチック類ごみを焼却することによって排出されたCO２ 量を示しています。グラ
フを見ると、CO２ 排出量は平成２年（基準年度）に比べ１．５～２倍程度の値を推移しているのが分かります。地球
温暖化が次第に深刻な事態になりつつある今、プラスチック類ごみの分別回収はCO２ の削減につながります。
　現在市では、ペットボトルと発泡スチロールを分別回収の対象としていますが、それ以外のプラスチック類の
分別回収やリサイクルについては今後の検討課題となっています。

）
ン
ト
千
（量
出
排
素
炭
化
酸
二

※ 大宮地方環境整備組合からのデータをもとに、環境省作成の「地球温暖化対策地方公共団体実行計画 ( 区
域施策編 ) 策定マニュアル (第1版 )簡易版」を参考に算出しました

可燃ごみの焼却により排出される CO₂ 排出量の年推移

年度（平成）

環境課環境グループ
緯２９８－１１１１（内線４４７～４４９）

問い合わせ
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　春の褒章・叙勲、危険業務従事者叙勲が発表されまし
た。市内では、それぞれの分野で貢献したかたがたに贈
られる褒章に１人、地方自治や教育に長く貢献したかた
に贈られる叙勲に４人、警察官や消防など危険性の高い
公務に励んだかたに贈られる危険業務従事者叙勲に４人
が選ばれる栄誉に輝きました。
　受章者の皆様、おめでとうございます。

平平成 27年
　春の褒章・叙勲、春の褒章・叙勲、
　　　　危険業務従事者叙勲危険業務従事者叙勲
　　　　受章おめでとうございます受章おめでとうございます

平成 27年
　春の褒章・叙勲、
　　危険業務従事者叙勲
　　受章おめでとうございます

旭日双光章
関谷哲生さん
（瓜連）

　元瓜連町長

　平成６年９月、数多くの地域住
民に推薦され、瓜連町長選挙に立
候補し、見事に初当選を果たしま
した。３期目途中の平成１７年１月
２１日に那珂町と瓜連町が合併した
後は、那珂市特別参与として２年
間在職し、約１２年の永きにわたり
地方自治の進展に数多くの功績を
残しました。

瑞宝単光章
木村喜志男さん
（中里）

　国勢調査員

　昭和３５年１０月に国勢調査員とし
て任命されて以来、平成２２年に至
るまで、５０年の長きにわたり調査
員に従事し、調査に際しては、国
民の実態を把握し、調査客体への
説明・指導を十分に行うなど、よ
り精度の高い調査結果の確保に努
め、調査をする上で常に他の調査
員の模範となっています。

瑞宝双光章
菊池義さん
（中里）

　「ナザレ園」施設長

　終戦後の１９４９年、生活困窮者の
ために父親が「ナザレ園」を設立
し、以後５０年以上社会福祉の現場
に務め、養護老人ホームや救護施
設などの福祉事業や介護保険事業
を展開し、在宅の生活困窮者や障
がい者自立支援事業や２４時間対応
型訪問介護看護事業も手掛け、地
域で困っている人に手を差し伸べ
続けています。

黄綬褒章
小室和春さん
（平野）

　日立オートモティブシステムズ

㈱　技能教育主任

　日立オートモティブシステムズ
㈱で、３０年にわたって精密機器組
み立てのプロフェッショナルとし
て後進の指導に当たり、人材育成
を通し、日本のものづくり産業を
支え続けています。
　技術の伝承で大切なことは「先
輩から教えてもらえる人材になる
こと」だそうです。

瑞宝単光章
中村澄夫さん
（菅谷）

　千本杉代表取締役

　造園職種地方技能検定補佐員を
昭和５９年から平成３年までの８年
間、また技能検定委員を平成４年
から現在までの２２年間、合わせて
３０年の間、厳正かつ公正に業務を
遂行し、造園技能の社会的地位の
向上に努め造園業界の展開に貢献
しています。また樹木医として県
内外の天然記念物をはじめ貴重樹
木の保護・保全に取り組むほか、
韓国、台湾などで活動発表するな
ど「緑の文化」を通じた国際交流
促進にも努めています。
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瑞宝双光章
◇警察功労

関七郎さん
（菅谷）

　元県警部

　昭和３７年に茨城警察に奉職さ
れ、平成１６年に退職するまでの４２
年間、警察官として主に警備の仕
事に全力を傾注し、危険を顧みず
地域の治安維持に尽力されまし
た。
　関さんは、「このような賞を
賜ったことは家族ともどもうれし
く思っています。天皇陛下から直
接ねぎらいの言葉を賜り感無量で
す。やってきてよかった」とのお
話でした。

瑞宝双光章
◇警察功労

勝村佶正さん
（菅谷）

　元県警視

　昭和４１年に茨城警察に奉職さ
れ、平成１６年に退職するまでの３８
年間、刑事として主に捜査１課、
捜査２課で凶悪犯罪の捜査に全力
を傾注し、危険を顧みず地域の治
安の維持に尽力されました。
　勝村さんは、今回の受章につい
て、「ただ仕事をしていただけで、
面映ゆい気持ちです」とのお話で
した。　

瑞宝単光章
◇矯正業務功労

樋熊久作さん
（菅谷）

　元法務事務官

　昭和４８年に法務事務官に奉職さ
れ、平成２４年に退職するまでの３９
年間、刑務官として１人で４０～５０
人の指導を担当するなど、矯正業
務に携わってきました。
　樋熊さんは、「刑務官は特殊な
業種であり、辞めていく仲間もい
るなかで勤めあげられたのは、同
僚と家族の協力、支えがあってこ
そで、感謝しています」とのお話
でした。

瑞宝単光章
◇警察功労

伊藤民哉さん
（後台）

　元県警部補

　昭和３９年に茨城警察に奉職さ
れ、平成１６年に退職するまでの４０
年間、警察官としてパトカーや交
番など、地域に密着した治安の維
持に尽力されました。
　伊藤さんは、今回の受章につい
て、「長く地道に勤めてきました。
地域の皆様に貢献できたならよ
かったと思う」とのお話でした。

春の褒章・叙勲とは

　政府から、社会、そして公共の福祉や、文化などに貢献したかたを賞するものです。
　
危険業務従事者叙勲とは

　政府から、警察官や自衛官ら危険性の高い業務に従事した５５歳以上の元公務員を対象として、春と秋の
勲章受章者とは別に、社会に貢献した人の功労をたたえるため２００３年に創設されました。　
　
黄綬褒章とは

　農業・商業・工業などの業務に精励し、他の模範となるような技術や事績を有するかたに授与されます。
　
旭日章とは

　社会のさまざまな分野における功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げたかたに授与されます。
　
瑞宝章とは

　国および地方公共団体の公務または公共的な業務に長年にわたり従事し、成功を挙げたかたに授与され
ます。
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��

　

小
学
生
や
中
学
生
の
机
の
上
に
は
「
地
球
儀
」
や
「
世
界
地
図
」「
日
本
地
図
」
が
備
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
眺
め
な
が
ら
、
早
く
か
ら
視
野
を
広

げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
あ
げ
よ
う
と
の
親
心
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
天
保　

年
（
１
８
４
０
）
か
ら
同　

年
に
か
け
て
水
戸
藩
が
行
っ

１１

１３

た
検
地
に
と
も
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
村
絵
図
「
菅
谷
村
全
図
」
で
す
。

　

検
地
は
、
土
地
所
有
者
の
明
確
化
と
課

税
の
公
平
化
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
村
絵
図
は
、
菅
谷
の
船
橋
梅
様
か

ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
若
林
村

（
常
陸
大
宮
市
）の
絵
師
亘�
幽
喜
左
衞
門

が
描
い
た
も
の
で
す
。

　

絵
図
は
原
則
と
し
て
藩
用
と
村
用
の
２

冊
が
作
成
さ
れ
、
地
元
や
周
辺
村
々
の
絵

師
や
庄
屋
な
ど
が
描
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
菅
谷
村
全
図
」
の
作
者
亘�
幽

は
、
水
戸
藩
の
絵
師
萩
谷�
喬
に
学
び
写

実
的
な
画
を
得
意
と
し
ま
し
た
。

　
�
幽
は
、
菅
谷
村
の
ほ
か
に
湊
村
（
ひ

た
ち
な
か
市
）、
小
祝
村
・
鷲
子
村
（
常
陸

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

大
宮
市
）、
馬
頭
村
（
那
珂
川
町
）
な
ど
の

絵
図
も
描
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
先
に
市
史
編
さ
ん
委
員
会
か
ら

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
が
刊
行
さ
れ
、

そ
こ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。菅谷村絵図　亘 幽画　年不明　手書・手彩　１００．２４×５９．５cm
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菅
谷
村
の
地

菅
谷
村
の
地
勢勢

��
�
�
�

　

こ
の
天
保
検
地
の
結
果
を
示
す
「
菅
谷
村
検
地
帳
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
出
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
当
時
の
地
質
の
等
級
（
上
田
・
中
田
・
下
田
・
下
々
田
の
４
等
級
）
や
人
口

な
ど
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
初
め
寛
永　

年
（
１
６
３
５
）
の
石
高
は

１２

菅
谷
村
が
１
０
１
７
石
余
（
外
に
３
８
０
石
弱
の
新
田
）、
福
田
村
が
６
３
９
石
余
（
外
に

１
石
６
斗
余
の
新
田
）
で
し
た
。

　

現
在
の
市
域
で
は
戸
村
が
３
１
５
０
石
弱
で
最
も
多
く
、
飯
田
村
の
１
２
０
０
石
余
が

次
い
で
い
ま
し
た
。

　

文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
に
作
成
さ
れ
た
『
水
府
志
料
』
に
は
戸
数
２
１
７
軒
と
あ
り

ま
す
。
ま
た
大
正　

年
（
１
９
２
２
）
の
菅
谷
村
（
菅
谷
・
福
田
）
の
人
口
は
３
４
４
１

１１

人
、
戸
数
は
７
０
５
軒
で
し
た
。

　
「
菅
谷
村
全
図
」か
ら
見
る
と
、
村
の
北
西
部
か
ら�
鷺��
内�
に
か
け
て
は
広
く「
①
御
立
林
」

さ
ぎ 
う
ち

（
藩
有
林
）
が
あ
り
ま
す
。

　

北
部
の
杉
村
隣
接
地
に
は
「
②
杉
原
広
し
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
村
内
全
体
に
も
林
の

�
塊�
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

か
た
ま
り

��
�
�
�
�

　

菅
谷
地
域
は
平
地
林
が
多
か
っ
た
だ
け
に
湧
水
も
豊
か
で
あ
っ
た
上
、
江
戸
時
代
に

入
っ
て
か
ら
の
新
田
開
発
に
伴
っ
て
造
成
さ
れ
た
溜
池
も
多
い
こ
と
が
特
色
の
一
つ
で

す
。
③
両
宮
（
鹿
島
社
と
八
幡
社
）
の
溜
池
（
通
称
「
宮
の
池
」）
が
最
大
で
、
流
域
に
は

東
方
の
④
竹
ノ
内
溜
池
や
正
覚
寺
池
と
合
流
す
る
水
系
が
開
発
さ
れ
た
水
田
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
両
宮
水
系
）。

　

福
田
村
に
隣
接
し
た
⑤
溜
池
（
一
ノ
関
）
か
ら
南
方
に
広
が
る
水
田
に
は
大
井
川
（
源

流
は
戸
崎
洞
前
溜
池
、
後
台
橋
か
ら
下
流
は
早
戸
川
と
な
る
）
が
中
央
や
周
辺
部
を�
縫�
っ

ぬ

て
い
ま
す
。

　

⑥
江
向
溜
池
・
⑦
高
内
溜
池
両
水
系
か
ら
の
水
田
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
「
高
野
館
跡
」（
中
宿
東
）
や
「
軍
司
館
跡
」（
仲
の
房
東
）
な
ど
の
発
掘
調
査

結
果
か
ら
見
る
と
、
菅
谷
村
の
水
位
は
か
な
り
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
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村
の
中
央

村
の
中
央
部部

��
�
�
�

　

棚
倉
街
道
上
町
・
下
町
通
り
に
挟
ま
れ

た
中
央
部
を
南
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

　

字
「
堀
の
内
」
の
東
に
字
「�
鍬��
柄�
」
が

く
わ 
か
ら

あ
り
、
そ
の
地
域
に
広
い
鎮
守
の
森
（
宮

山
）
を
持
っ
た
「
⑧ 
八 はち 
竜 

り
ゅ
う 
神 
（
社
）」
が

じ
ん

見
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
水
戸
藩
の
２
代
藩
主
光
圀

（
義
公
）
の
社
寺
改
革
に
よ
り
、
上
宿
に

あ
っ
た
両
宮
の
一
方
で
あ
る
八
幡
社
が
廃

止
さ
れ
、
新
た
に
八
竜
神
社
を
こ
こ
に

祀
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
上
宿
・
中
宿
周
辺
住
民

は
鹿
島
社
を
中
心
に
信
仰
を
高
め
、
下
宿

周
辺
の
住
民
は
八
竜
神
社
を
中
心
に
ま
と

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
両
者
が
互

い
に
対
立
す
る
こ
と
が
多
く
菅
谷
村
は
永

く
混
迷
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
見
た
９
代
藩

主
斉
昭
（
烈
公
）
は
、

強
権
を
持
っ
て
鹿
島

社
・
八
竜
神
の
双
方
を

廃
止
し
、
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
新
た
に

鹿
島
神
宮
か
ら
勧
請
し

て
「
菅
谷
鹿
島
神
社
」

を
現
在
地
に
建
立
、
こ

れ
を
も
っ
て
菅
谷
村
住

民
の
統
一
を
図
っ
た
の

が
、
今
か
ら
１
５
８
年

前
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
八
竜
神
は
下

宿
の
人
々
に
よ
っ
て
、

現
在
も
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
絵
図
の
北
方
に
街
道
や
あ
ぜ
道

で
区
切
ら
れ
６
個
に
分
か
れ
た
池
（
両
宮

池
）
が
見
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
大
き
く
突

き
出
た
「
両
宮
御
林
」
の
森
の
中
に
見
え

る
の
が
「
⑨
鹿
島
社
」
で
す
。

　

そ
の
手
前
に
は
池
に
囲
ま
れ
た
⑩
弁
天

社
も
見
え
ま
す
。

　

池
を
渡
っ
て
鹿
島
社
ま
で
の
長
い
参

道
、
往
時
の
姿
が
偲
ば
れ
ま
す
。

��
�
�
�

　

ほ
と
ん
ど
の
館
跡
は
森
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
戦
国
時
代
が
終
わ
り
徳
川
氏
の

時
代
に
な
る
と
館
主
一
家
は
館
か
ら
出
さ

れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
跡
は
植

林
な
ど
を
含
め
て
自
然
と
山
林
な
ど
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

⑪
堀
の
内
館　

大
和
田
主
水
の
屋
敷
と

さ
れ
、
現
在
は
そ
の
中
央
を
国
道
３
４
９

号
の
バ
イ
パ
ス
が
縦
貫
し
て
い
ま
す
。

　

延
命
院
は
こ
の
地
域
に
あ
り
ま
し
た

が
、
後
に
中
宿
に
移
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
街
道
西
側
奥
に
堀
か
水
路
と
思
わ

れ
る
跡
が
あ
り
、
磯
崎
館
跡
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

⑫
平
野
小
六
館　

字
小
六
内
に
あ
る
比

較
的
大
き
な
森
は
、
西
之
内
の
森
と
併
せ

て
大
き
な
森
の�
塊�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

か
た
ま
り

　

こ
れ
は
現
在
鹿
島
台
団
地
と
な
っ
て
い

る
所
で
す
。
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⑬
中
宿
東
館　

常
運
寺
脇
（「
ひ
だ
ま

り
」
東
）
に
あ
っ
た
高
野
丹
後
の
屋
敷
跡
、

宅
地
造
成
の
た
め
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ

た
際
に
は
み
ご
と
な�
水��
堀�
が
出
現
し
ま
し

み
ず 
ほ
り

た
。

　

⑭
地
天
館　

飛
田
右
角
通
高
の
屋
敷
、

地
天
の
森
に
堀
や
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
都
市
計
画
道
路
が
縦
貫
す
る
た
め
平

成　

年
度
に
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
ま
し

２６
た
。
古
墳
時
代
の
住
居
跡
も
あ
り
、「
子
持

ち
曲
玉
」
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

⑮
仲
の
房
館　

地
天
館
跡
西
方
に
正
覚

寺
（
浄
土
真
宗
）
が
見
え
ま
す
。

　

こ
こ
が
館
跡
で
関
口
左
衛
門
尉
の
屋
敷

で
し
た
。

　

⑯
仲
の
房
東　

地
天
館
と
仲
の
房
館
と

の
間
の
森
に
あ
り
軍
司
筑
後
守
の
住
ま
い

で
し
た
。

　

二
重
・
三
重
の
高
い
土
塁
と
堀
が
め
ぐ

ら
さ
れ
た
大
き
な
館
跡
で
し
た
が
、
宅
地

造
成
の
た
め
に
平
成　

年
度
に
発
掘
調
査

２５

が
な
さ
れ
、
こ
こ
も
水
堀
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

⑰
高
内
館　

こ
こ
は
宮
田
掃
部
助
の
屋

敷
跡
と
さ
れ
、
南
側
半
分
は
開
発
さ
れ
て

水
田
化
し
て
い
ま
す
が
、
東
・
北
部
に
残

る
深
い
堀
跡
は
み
ご
と
で
す
。

　

や
が
て
、
こ
の
一
部
も
都
市
計
画
道
路

が
縦
貫
す
る
予
定
で
す
。

　

⑱
竹
ノ
内
館　

両
宮
水
系
の
東
側
、
両

宮
池
と
竹
之
内
溜
池
に
挟
ま
れ
た
森
が
藤

咲
丹
後
（
一
ノ
関
藤
咲
丹
後
の
嫡
子
と
推

定
さ
れ
る
）
の
屋
敷
跡
で
す
。

　

今
は
開
発
さ
れ
て
跡
形
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
（
鷺
内
館
跡
は
後
編
で
記
述
）

ま
と
ま
と
めめ

　

菅
谷
村
に
あ
っ
た
多
く
の
館
は
、
寄
居

の
平
野
氏
を
中
心
と
し
た
も
の
の
よ
う

で
、
水
戸
城
を
支
配
し
て
い
た
江
戸
氏
の

家
臣
団
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
菅
谷
地
域
は
北
の

額
田
氏
と
南
の
江
戸
氏
と
の
境
界
に
当
た

り
、
か
な
り
緊
張
し
た
生
活
が
続
い
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は

紛
争
も
な
く
、
地
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

か
な
り
水
田
開
発
が
進
ん
で
落
ち
着
い
た

生
活
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
寄
居
・
京
塚
・
地
天
な

ど
に
広
く
古
墳
群
も
存
在
し
ま
す
。

　

寄
居
平
野
館
跡
西
方
の
石
尊
宮
遺
跡
か

ら
は
旧
石
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
の
で
、

周
囲
の
水
源
を
利
用
し
た
古
代
人
が
早
く

か
ら
住
ん
で
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

※
皆
様
の
お
持
ち
の
土
地
が
館
跡
で

あ
っ
た
り
、
地
下
に
埋
蔵
文
化
財

（
遺
跡
）が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
　

そ
の
場
合
の
土
地
開
発
に
は
事
前

に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
歴
史

民
俗
資
料
館
）
へ
の
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
９
７
・
０
０
８
０

問　い
合わせ

�

�



２０

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
、
市
政
運
営
の
状
況

を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
、
毎
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
４
・
５
月
の
出
納
整
理
期
間
に
収
入
・
支
出
の
整
理
が

で
き
る
た
め
、
最
終
的
な
決
算
額
は
５
月
末
日
に
確
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
回
は
３
月
末
現
在
に
お
け
る
予
算
の
執
行
状
況
や
市
有
財
産
の
現
在
高
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
最
終
的
な
決
算
額
に
つ
い
て
は
、「
広
報

な
か　

月
号
」
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

１１

　

一
般
会
計
は
、
市
の
基
本
的
な
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
の
執
行
状
況
は
、
予
算
現
額
合
計

に
対
す
る
収
入
済
額
の
割
合
が　
・
１
％
、

８９

支
出
済
額
の
割
合
が　

・
９
％
と
な
っ
て

７８

い
ま
す
。
支
出
済
額
の
割
合
が
や
や
低
い

の
は
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
を
受

２６

け
、
３
月
補
正
で
計
上
し
た
事
業
の
う

ち
、
年
度
内
に
終
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る

た
め
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

支出割合
（Ｂ）/（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳出科目

９７．６２２１，９７０２２７，４１５議 会 費
７７．０２，１２０，４６８２，７５３，３４８総 務 費
８３．６５，２１２，９７２６，２３７，４５３民 生 費
９１．２１，１００，５４８１，２０６，５５２衛 生 費
５５．４３９９，６０６７２１，５９７農林水産業費
５５．５１５６，１２１２８１，５５０商 工 費
４４．８１，２１６，３０８２，７１３，６４５土 木 費
９６．３９２３，６６４９５９，３９３消 防 費
８７．７２，０２９，４４２２，３１４，６０６教 育 費
０．００１０災害復旧費
９８．３１，９０２，５２７１，９３５，８０５公 債 費
５２．５３８，０８６７２，４８１そ の 他
７８．９１５，３２１，７１２１９，４２３，８５５合　計

■一般会計歳出予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…諸支出金、予備費

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）歳入科目

１００．６６，７６８，３９１６，７３０，７２７市 税
９６．５２５５，７８８２６５，０００地 方 譲 与 税
８３．２１０，８１８１３，００７利 子 割 交 付 金
１７１．６４３，１８４２５，１６２配 当 割 交 付 金
１４６３．６２５，５８４１，７４８株式等譲渡所得割交付金
１０２．０５３９，３９５５２８，８５３地 方 消 費 税 交 付 金
９３．５２８，９８０３１，０００自動車取得税交付金
１０５．６２９，８７９２８，３００地 方 特 例 交 付 金
１０３．７４，０２８，８５６３，８８５，９４８地 方 交 付 税
９８．３２７１，２０４２７５，８５４分 担 金 及 び 負 担 金
９９．８１９８，２７６１９８，６２４使 用 料 及 び 手 数 料
８２．９１，９２８，６３１２，３２６，４９８国 庫 支 出 金
３８．７５２５，３７０１，３５７，１９５県 支 出 金
１６０．８１９，２３４１１，９６１財 産 収 入
３．１６，５７３２０９，００７繰 入 金
１００．０１，１１５，１４０１，１１５，１３９繰 越 金
１０３．４４２６，６８３４１２，５４９諸 収 入
５４．３１，０８２，１２９１，９９４，４２９市 債
９０．６１１，６４７１２，８５４そ の 他
８９．１１７，３１５，７６２１９，４２３，８５５合　計

■一般会計歳入予算執行状況 （単位：千円、％）

※その他…ゴルフ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金、
寄付金

平
成　

年
度
下
半
期

26

金
や
配
当
割
交
付
金
が
、
予
算
額
を
大
き

く
超
え
て
収
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
交
付
金
を
算
出
す
る
元
と
な
る
県
民

税
株
式
等
譲
渡
所
得
割
の
税
収
や
県
民
税

配
当
割
が
、
見
込
額
を
大
き
く
上
回
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
で
、
県
支

出
金
や
繰
入
金
、
市
債
の
収
入
割
合
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
県
支
出

金
の
交
付
や
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の

繰
入
れ
、
市
債
の
借
入
れ
が
、
事
務
手
続

き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
た
め
で

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
一
般
会
計



広報なか６月号２１

　

歳
出
で
は
、
農
林
水
産
業
費
や
土
木
費

の
支
出
割
合
が
低
い
で
す
が
、
こ
れ
は
、

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
特
別
会
計
や
下

水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
支
出

が
、
事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に

な
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
商
工
費
に
つ
い

て
は
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
行
う
事
業

が
あ
る
た
め
、
支
出
割
合
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
の
歳
出
科
目

の
未
払
金
に
つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間

に
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
出
納
整
理
期
間
と
は
、
会
計
年
度
末

（
３
月　

日
）
ま
で
に
確
定
し
た
債
権
・

３１

債
務
を
完
了
さ
せ
、
現
金
の
未
収
・
未
払

い
を
処
理
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
お

り
、
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
５
月　

日
３１

ま
で
の
期
間
を
い
い
ま
す

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
に
つ
い

て
、
特
定
の
歳
入
歳
出
に
よ
り
収
支
経
理

を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別
に
設
け

て
い
る
会
計
で
す
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状

況
は
、
予
算
現
額
合
計
に
対
す
る
収
入
済

額
の
割
合
が　

・
１
％
、
支
出
済
額
の
割

７５

合
が　

・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８９

　

歳
入
で
は
、
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落

排
水
整
備
事
業
、
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
収
入
割
合
が
低

い
の
は
、
市
債
の
借
入
れ
や
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
、
国
庫
支
出
金
の
交
付
が
、

事
務
手
続
き
の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る

な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
公
園
墓
地
事
業
に
お
け
る

一
般
会
計
へ
の
繰
出
し
が
、
事
務
手
続
き

の
都
合
で
４
月
以
降
に
な
る
こ

と
か
ら
、
支
出
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
事
業
な
ど
ほ
か
の
特
別
会
計

に
つ
い
て
は
、
出
納
整
理
期
間

に
支
払
わ
れ
る
も
の
が
多
い
た

め
、
３
月
末
現
在
で
は
支
出
割

合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
直

接
・
間
接
の
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
市
税
は
、
財
政
運
営
上

極
め
て
重
要
な
歳
入
で
あ
り
、
常
に
適
正

公
平
な
賦
課
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
お
け
る
市
税

２７

３１

の
収
入
済
額
は
、　

億
６
８
３
９
万
１
千

６７

円
で
、
１
人
あ
た
り　

万
１
６
３
０
円
を

１２

負
担
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

１人あたりの
負担額（円）

１世帯あたりの
負担額（円）

収入済額
（千円）税　目

５１，９３６１３２，０３４２，８９０，０８６市 民 税

５４，０３４１３７，３６８３，００６，８５３固 定 資 産 税

２，２７８５，７９０１２６，７４７軽 自 動 車 税

７，３１０１８，５８４４０６，７９６市 た ば こ 税

６，０７２１５，４３７３３７，９０９都 市 計 画 税

１２１，６３０３０９，２１３６，７６８，３９１合　計

■市税負担の状況

※世帯数２１，８８９世帯、人口５５，６４７人（平成２７年３月３１日現在）

支出割合
（Ｃ）/（Ａ）

支出済額
（Ｃ）

収入割合
（Ｂ）/（Ａ）

収入済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）会計名

９０．７５，３８１，０４４９０．９５，３９５，６８９５，９３４，５４７国 民健康保険
（事業勘定）

８６．１２，３９４，１９７３７．３１，０３７，９３１２，７８１，０４７下 水 道 事 業
２８．９４，６２２１０６．１１６，９８７１６，０１７公 園墓地事業

７８．６８６１，７９５５０．０５４７，７７７１，０９５，８２４農 業集落排水
整 備 事 業

９０．７３，８８５，７８６８４．１３，６０２，９０８４，２８３，９２１介 護 保 険
（保険事業勘定）

９１．１１６７，０４４６．８１２，３８０１８３，３１９上菅谷駅前地区
土地区画整理事業

９５．０４８８，９２６９７．９５０３，６５８５１４，５５０後期高齢者医療
８９．０１３，１８３，４１４７５．１１１，１１７，３３０１４，８０９，２２５合　計

■特別会計歳入歳出予算執行状況 （単位：千円、％）

�
市
税
負
担
の
状
況

�
特
別
会
計



２２

　

市
債
は
、
大
規
模
な
事
業
を
実
施
し
た

際
に
、
国
や
民
間
の
金
融
機
関
な
ど
か
ら

借
り
入
れ
た
資
金
で
あ
り
、
公
債
費
と
し

て
支
出
し
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２６

１０

２７

月　

日
ま
で
に
、
公
債
費
と
し
て　

億
６

３１

１３

４
３
２
万
１
千
円
の
元
金
を
返
済
し
た
一

方
で
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
下
水
道
事
業

債
を　

億
２
０
５
２
万
９
千
円
借
り
入
れ

１２

た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
３
月　

日
の

２７

３１

現
在
高
は
、
３
１
２
億
３
８
１
４
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
借
入
金
は
、
会
計
年
度
中
に
収
支

の
不
均
衡
を
生
じ
、
歳
計
現
金
が
不
足
し

た
場
合
に
、
そ
の
資
金
の
不
足
を
補
う
た

め
に
一
時
的
に
借
り
入
れ
る
も
の
で
、
当

該
年
度
の
歳
入
で
返
済
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３

２６

１０

２７

月　

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
は
、
一
時

３１
借
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

土
地
は
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
事

業
地
や
額
田
保
育
所
用
地
な
ど
の
取
得
に

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
、
木
崎
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の

整
備
な
ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

債
権
は
、
高
額
療
養
費
貸
付
金
や
自
治

金
融
資
金
預
託
金
の
回
収
な
ど
に
よ
り
、

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
は
、
財
政
調
整
基
金
や
介
護
給
付

費
準
備
基
金
な
ど
へ
の
積
立
て
に
よ
り
大

き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
様

に
企
業
会
計
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
独
立

採
算
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
、
経
常
的
な
業
務
の
収

支
を
示
す
も
の
で
、
主
な
収
入
は
水
道
料

金
収
入
、
支
出
は
給
水
の
た
め
の
経
費
や

人
件
費
、
減
価
償
却
費
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
支
は
、
水
道
管
の
布

設
な
ど
建
設
改
良
費
の
収
支
を
示
す
も
の

で
す
。
収
支
状
況
は
、
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
内

部
留
保
資
金
な
ど
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

�
市
債
現
在
高

�
一
時
借
入
金

�
市
有
財
産
現
在
高

�
一
時
借
入
金

�
水
道
事
業
会
計

平成２７年　　
３月３１日現在増　減平成２６年　　

９月３０日現在単位区　分

１，７６６，６５９８，４４６１，７５８，２１３㎡土 地
１６５，８２６１８５１６５，６４１㎡建 物
１３，３９２０１３，３９２千円有 価 証 券
７５，５１９０７５，５１９千円出資による権利
２０，５３４△１２，９８６３３，５２０千円債 権

７，１１６，７７２２３７，３０２６，８７９，４７０千円基 金

■市有財産現在高

※水道事業会計分は含まない

財政課財政グループ
�２９８-１１１１（内線５２２・５２３）

執行率
（Ｂ）/（Ａ）

収入・支出済額
（Ｂ）

予算現額
（Ａ）区　分

１０１．１１，２０１，３９９１，１８７，７４０収入
収益的収支

８９．３１，０１７，４１１１，１３９，４２８支出
６４．７７４，８４８１１５，６５９収入

資本的収支
７９．２３３４，１２０４２２，０３２支出

■水道事業会計 （単位：千円、％）

�����

平成２７年　　
３月３１日現在増　減平成２６年　　

９月３０日現在区　分

０△１６，４００１６，４００総 務 債

２４，６７６△１，６７５２６，３５１民 生 債

４３８，６８８△９２，１７１５３０，８５９衛 生 債

１９５，１５４△２２，３４９２１７，５０３農 林 水 産 業 債

１，０２２，８４８△８１，１７８１，１０４，０２６土 木 債

１１９，７１９△６４３１２０，３６２河 川 債

１，９８２，５１７△１２９，４１１２，１１１，９２８都 市 計 画 債

２８１，４０２△３６，２０９３１７，６１１公 営 住 宅 債

１０１，９１０△３２，０３０１３３，９４０消 防 債

２，２０８，７４６△１４１，９４９２，３５０，６９５教 育 債

３９２，５２６△７６，６５７４６９，１８３減 税 補 て ん 債

４８，７０２△７，８３８５６，５４０臨時税収補てん債

９，３３６，０８８７４８，４３７８，５８７，６５１臨 時 財 政 対 策 債

０００茨 城 県 振 興 資 金

１６，１５２，９７６１０９，９２７１６，０４３，０４９小　計

１０，００３，７９８△９３，５３４１０，０９７，３３２下 水 道 事 業 債

３，８２８，７２４△７６，９４２３，９０５，６６６農業集落排水整備事業債

６３６，０６２△４０，０１０６７６，０７２土地区画整理事業債

６１６，５８２△４３，２３３６５９，８１５水 道 事 業 債

３１，２３８，１４２△１４３，７９２３１，３８１，９３４合　計

■市債現在高（元金） （単位：千円）



広報なか６月号２３

○個人番号カード（ＩＣチップ）に記録されるのは、氏名、住所、生年
月日、性別、個人番号、本人の写真などで、地方税関係情報や年金
給付関係情報などの特定個人情報は記録されません。

※個人番号カードについてはＶｏｌ．１（４月号）にて説明しています
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��
�������������	
��
��������

個人番号カード（ICチップ）に、プライバシー性の高い個人
情報は記録されません。

�������	
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　平成２８年1月から、社会保障、税、災害対策の行政手続でマイナンバーの利用が開始されますが、
この取り組みって本当に安全なの？と思っているかたは大勢いると思います。そこで、今月号と来
月号では、制度における安心・安全の確保の仕方についてお知らせします。

マイナンバー制度が導入されることで、各行政機関などが保有している個人情報を特定の機関に
集約し、その集約した個人情報を各行政機関が閲覧することができる『一元管理』の方法をとるも
のではありません。

マイナンバー制度が導入されても、従来どおり個人情報は各行政機関などが保有し、ほかの機関の個
人情報が必要となった場合には、番号法で定められるものに限り、情報の照会・提供を行うことがで
きます（分散管理）。
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政策企画課情報政策室
�２９８－１１１１（内線４３６～４３８）問い合わせ

個人番号カード（ＩＣチップ）には、プライバシー性の高い
個人情報が記録されているので、カードを盗まれたり落とし
たりしたときに、情報が漏れるのではないか心配です。



２４

　

青
少
年
期
は
、
将
来
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
準
備
期
で
あ

り
、
人
間
形
成
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
で
す
。

　

青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
の
相
談
活
動
の
ほ
か
、
地
域

親
と
し
て
地
域
の
青
少
年
活
動
を
支
え
る
担
い
手
と
な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
青
少
年
の
た
め
の
巡
回
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

氏　　名小学校区地区名
佐 川 良 男

横堀小神　崎
伊 東 正 一
肥 田 朋 子
澤 畑 敏 子
笹 嶋　 勲
庄　司　元次郎

額田小額　田
舟 串 宣 江
根 本 晶 代
中 嶋 正 �

田 中 幸 子

菅谷小

菅　谷

入 江　 洋
木 村 文 子
大 串　 猛
小 田　 充

菅谷東小
荒 木 武 平
中 野 知 子
飛 田　 捷
山　下　ひさ代

菅谷西小
井 澤 庄 治
小 川 瑛 雄
小 國 重 雄
山　田　登志子

五台小五　台 小 林　 操
稲 場 正 美

氏　　名小学校区地区名
海 野 寿 子

五台小五　台
金 澤 敬 子
森 島 栄 子
坂 本 君 子
関　 守

芳野小

戸　多
青 木　 廣
根 本　 隆
杉 山　 廣
青 木 満 夫

芳　野
大 内　 光
� 畑 � �

古田 　寅　男
叶 野 和 子

木崎小木　崎
大久保　れい子
桐 原　 優
袴 塚 耕 二
先 �　 武

瓜連小瓜　連

寺 門 友 紀
栗 田 純 子
仲　條　ゆう子
引 田 武 雄
大和田　かおる
佐 藤 正 子

（平成２７年４月１日現在）

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
瓜
連
支
所
）

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
８
２
８
４
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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福島県川内村からお届けします

　那珂市の皆さん、こんにちは。ひだまり保健師の中山友子です。
　私は、４月１日から派遣職員として、福島県双葉郡川内村（かわ
うちむら）役場の保健福祉課保健福祉係に配属となり、いわゆる「保
健センター」で働いています。
　東日本大震災は、那珂市においても震度６強の地震により、甚大
な被害をもたらしたことは、皆さんにとっても忘れられない記憶だ
と思います。一般的に大きな災害があった場合は、避難→救済→復
旧→復興の流れになりますが、東日本大震災の被災県の中で、唯一福島県はそこに原発問題が加わりました。
　なぜ、川内村に？私は、那珂市の保健師として定年を迎え、精一杯やり遂げた満足感でいました…。そんなと
き、ある会場で肩をたたかれ、振り向いたら…。その人は川内村役場の人事担当者でした。熱意をもって川内村
の窮状を説明する職員の話を聞くうちに、私の３６年間の保健師としての経験を必要としているところがあるのな

ら、微力かもしれないがやってみよう！と決心した次第です。もちろん、一
も二もなく理解を示し、背中を押してくれた夫や子どもたちに感謝です。
　さて、ここ川内村は、平成２７年４月１日現在、１，１５８世帯、人口２，７１６人の
村です。那珂市でいうと木崎地区の人口規模です。面積は那珂市の２倍強
（しかし、総面積の９０％は山林）で、木崎地区の人たちが那珂市の２倍の広
さのところに暮らしているイメージです。
　この広報を通して、川内村のことや原発事故被災地の現状などをお届けし
ていきたいと思います。ぜひ、次回もご覧ください。田んぼも始まり、緑が豊かな村です。



広報なか６月号２５

★『テノヒラ幕府株式会社』／安藤祐介�著（講談社）
　フリーターの拓真は、若手社長の寺井サチが興したスマ
ホゲーム開発企業で働くことになった。同期入社は一流企
業から転職してきた小野里譲二、５５歳。生まれも育ちも違
う人々と働くなかで生じる軋轢。予想外のラストとは－。
（出典：��������）

【一般書】
『ミツハの一族』／乾ルカ　著
『志士の峠』／植松三十里　著
『透明人間は２０４号室の夢を見る』

／奥田亜希子　著
『持たざる者』／金原ひとみ　著
『五十坂家の百年』／斉木香津　著

【児童書】
『わたしのタンポポ研究』

／保谷彰彦　著
『マグロの大研究』／河野博　監修
『ことばのいたずら』／五味太郎　作
『つきよのくろてん』

�／手島圭三郎　絵・文
『セイウチくんをさがせ！！』

／スティーヴン・サヴェッジ　作

������

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。
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不
在
者
投
票
の
た
め
の
投
票
用
紙
請
求
書
（
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
投
票
用
紙
等
交

付
請
求
書
）
は
、
選
挙
執
行
時
に
那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
直
接
お
越
し
い
た
だ
く

か
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ

り
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
印
刷
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。　

�
　

不
在
者
投
票
の
た
め
の
投
票
用
紙
の
請
求

の
際
に
は
、
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
投
票
用

紙
等
交
付
請
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
提
出
方
法
は
、
公
職
選
挙
法

施
行
令
に
お
い
て
、「
直
接
」
ま
た
は
「
郵
便

等
」（「
等
」
と
は
一
般
信
書
便
事
業
者
な
ど

に
よ
る
信
書
便
を
指
し
ま
す
）
に
よ
り
行
う

よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
以
外
の
方
法
で

あ
る
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
電
話

な
ど
で
は
、
不
在
者
投
票
の
た
め
の
投
票
用

紙
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

�

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ
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★『ねこのそら』／きくちちき　作（講談社）
　ちいさなねこがおおきな木を見て、「ぼく、いちばん上ま
でのぼりたい」と言いました。木のてっぺんまでのぼれた
ときに、ねこが見たものは？成長の喜びが日々つむがれ
る、「父と息子の対話」のような物語。
（出典：��������）

土金木水火月日
４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６
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５日・１９日
　午後２時～
１４日
　午後１時～
１６日
　午前１０時３０分～
２４日
　午後３時～

　おはなし会

休館日

�茨城女子短期大学の学生によるおはなし会も実施しています（７月は１４日に開
催）。学生たちと一緒に楽しいひとときを過ごしましょう。
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７４
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４４
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　４月１５日から５月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

５月１２日０．０６１横堀小学校

学校教育課

５月１１日０．０６３額田小学校

５月７日０．０６３菅谷小学校

５月７日０．０７１菅谷東小学校

５月１１日０．０７９菅谷西小学校

５月７日０．０６７五台小学校

５月１１日０．０７１芳野小学校

５月７日０．０６０木崎小学校

５月８日０．０８１瓜連小学校

５月７日０．０６１横堀幼稚園

５月１１日０．０６５額田幼稚園

５月７日０．０６４菅谷幼稚園

５月１１日０．０８０菅谷西幼稚園

５月１１日０．０７４五台幼稚園

５月８日０．０６８芳野幼稚園

５月１２日０．０７１那珂第一中学校

５月９日０．０６９那珂第二中学校

５月８日０．０５６那珂第三中学校

５月７日０．０４７那珂第四中学校

５月１日０．０７７瓜連中学校

５月１１日０．０７０茨城学園

５月１１日０．０５７ナザレ幼稚園

５月８日０．０８２さいせい幼稚園

５月７日０．０７３大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

５月７日０．０８５保健センター（ひだまり）健康推進課

５月８日０．０８８中央公民館

生涯学習課

５月１日０．０７６図書館

５月１日０．０８２那珂総合公園

５月４日０．０８０歴史民俗資料館

５月５日０．０９１ふれあいの杜公園

５月１３日０．０８１ふれあいセンターよこぼり

市民協働課

５月１３日０．０８５ふれあいセンターごだい

５月１３日０．０７６ふれあいセンターよしの

５月１２日０．０８９総合センターらぽーる

５月６日０．０７３戸多地区交流センター

５月１日０．０９０那珂聖苑那珂聖苑

５月１１日０．０７４中谷原公園
都市計画課

５月１１日０．０６８宮の池公園

５月１１日０．０７７一の関ため池親水公園
商工観光課

５月１１日０．０７２静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

５月１１日０．０５９菅谷保育所

こども課

５月１日０．０６５瓜連保育園

５月１日０．０７１ゆたか保育園

５月１日０．０６２かしま台保育園

５月１日０．０７７ごだい保育園

５月１日０．０５３大成学園額田保育園

５月１１日０．０７７地域子育て支援センター
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昨
年
、
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
１
３
年

の
日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命
が
初
め
て　
８０

歳
を
超
え
、　

・　

歳
と
な
っ
た
こ
と
を

８０

２１

公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
「
平
均
寿

命
」
は
聞
き
慣
れ
た
言
葉
で
す
が
、
最
近
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
「
健
康
寿
命
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
健
康
寿
命
」
と
は
、
２
０
０
０
年
に
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
初
め
て
示
し

た
概
念
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
健
康
寿
命
を
提

唱
し
て
か
ら
は
、
寿
命
を
延
ば
す
だ
け
で

は
な
く
、
い
か
に
健
康
的
な
生
活
が
で
き

る
期
間
を
延
ば
す
か
に
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

健
康
寿
命
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
算
定
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
分
か
り
や
す
く
い
え

ば
、
平
均
寿
命
か
ら
病
気
や
要
介
護
状
態

で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
な
い
期
間
を
差

し
引
い
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
の
県
の
調
査
で
は
、
那
珂
市

２２

の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が　

・
２
歳
、
女

８０

性
が　

・
８
歳
で
、
県
の
平
均
寿
命
の
男

８６

性　

・
１
歳
、
女
性　

・
８
歳
に
比
べ
て

７９

８５

長
く
、
県
内
市
町
村
で
男
女
と
も
に
第
２

位
で
す
。

　

一
方
、
県
の
健
康
寿
命
は
男
性
が　

・
７１

３
歳
（
全
国
第
４
位
）、
女
性
が　
・
６
歳

７４

（
全
国
第
７
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

町
村
ご
と
の
健
康
寿
命
は
算
定
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
県
の
健
康
寿
命
と
那
珂
市
の

平
均
寿
命
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
差
は
男

性
で
８
・
９
歳
、
女
性
で　
・
２
歳
と
な
っ

１２

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
那
珂
市
民
は
男
女
と

も
長
寿
で
あ
る
と
い
え
ま
す
が
、
平
均
す

る
と
那
珂
市
の
男
性
は
約
９
年
間
、
女
性

は
約　

年
間
介
護
を
受
け
る
な
ど
日
常
生

１２

活
に
制
限
を
受
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
に
は
、「
生
活

習
慣
病
予
防
」
が
重
要
で
す
。
次
回
は
、

健
康
寿
命
を
の
ば
し
、
平
均
寿
命
と
の
差

を
縮
小
す
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
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����������������������������� 健康推進課健康増進グループ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
�２７０－８０７１

問い合わせ
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　市内の各幼稚園・保育所・保育園の園児を対象に、ひの正しい使い方を身につけてもらうことや、防火教
育の実施を目的とした「幼年消防クラブ」の発会式が、５月１１日から２９日まで１４クラブで行われ、３８７人のチ
ビッコ消防士が誕生しました。
　発会式では、園長先生や消防士のお話、認定証・ワッペンの授与式、くす玉割りと進み、「わたしたちはひ
あそびをしません」と元気よく誓いの言葉を述べました。はっぴ姿で誇らしげに記念撮影をしたあと、防火
アニメ映画を見て、最後に園庭でみんなで誓いの言葉に合わせて風船を飛ばし閉会しました。
　なお、このチビッコ消防士たちは、これから７・８月の防火花火指導会、１２・１月の防火もちつき会など
の行事を通してひの大切さや正しい使い方などを学ぶことにより、防火の輪を広げ火災のないまちづくりの
力となってくれると期待しています。

瓜連保育園での発会式 菅谷幼稚園での発会式

茨城県の健康寿命と那珂市の平均寿命の比較
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４
月　

日
か
ら
５
月　

日
ま

２５

１０

で
、歴
史
民
俗
資
料
館
と
曲
が
り

屋
で「
端
午
の
節
句
展
」を
開
催
し

ま
し
た
。兜
・
鎧
飾
り
や
鯉
の
ぼ
り

に
加
え
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
が
る

和「
那
珂
つ
る
し
び
な
の
会
」の
皆

さ
ん
が
制
作
し
た
黒
や
青
を
基
調

と
し
た
つ
る
し
飾
り
が
、会
場
に

所
狭
し
と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。曲

が
り
屋
会
場
で
は
、和
布
の
小
物

類
や
七
運
マ
ド
レ
ー
ヌ
な
ど
の
販

売
、制
作
体
験
教
室
も
開
催
さ
れ
、

多
く
の
か
た
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

端
午
の
節
句
展

ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
の
お
店
に
来
て
ね
�

　

５
月
９
日
、
な
か

一
店
逸
品
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
ナ
カ
マ

ロ
ち
ゃ
ん
の
店
」
が
、
農
産
物
直

売
所
「
と
ん
が
り
は
っ
と
」
わ
き

の
新
規
店
舗
に
移
転
し
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、「
那
珂
市
の
逸

品
」
と
各
種
「
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん

グ
ッ
ズ
」
も
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま

す
。

　

と
ん
が
り
は
っ
と
の
新
鮮
な
野

菜
な
ど
と
一
緒
に
「
那
珂
市
の
逸

品
」
や
「
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
」
を
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
！

皇
太
子
殿
下
御
降
誕
記
念
の
道
し
る
べ

石
柱
が
掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
発

見
し
た
浅
川
清
司
さ
ん
（
豊
喰
）

が
「
皇
太
子
」
の
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
貴
重
な

も
の
か
も
し
れ
な
い
と
歴
史
民
俗

資
料
館
に
連
絡
す
る
と
、
五
台
村

 
戊
申 
青
年
会
と
田
向
青
年
団
が
昭

ぼ
し
ん

和
8
年　

月　

日
の
皇
太
子
殿
下

１２

２３

（
今
上
天
皇
）
の
ご
誕
生
を
お
祝

い
し
て
翌
９
年　

月
に
道
し
る
べ

１０

と
し
て
建
立
し
た
も
の
と
判
明
し

ま
し
た
。
浅
川
さ
ん
は
、
今
後
石

柱
を
再
建
し
て
大
切
に
保
存
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
知
る

　

５
月　

日
、中
央
公
民
館
で「
多

１７

文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ー　

オ
ラ
ン
ダ

編
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
出
身
の
ボ
ー

ダ
・
ユ
ル
ー
ン
さ
ん
を
講
師
に
お

迎
え
し
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

の
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
や
習

慣
の
違
い
な
ど
を
、途
中『
踊
る
大

捜
査
線
』の
話
で
参
加
者
の
笑
い

を
誘
い
な
が
ら
、楽
し
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。講
話
後
は
、講

師
と
参
加
者
が
一
緒
に
お
茶
と
オ

ラ
ン
ダ
の
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が

ら
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
月
初
め
、
豊
喰
地
内
の
国
道

１
１
８
号
交
差
点
拡
幅
工
事
現
場

か
ら
長
さ
１
０
４
㎝
、
幅　

㎝
の

１８
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５
月　

日
、
菅
谷
地
区
の
下
宿

１０

下
自
治
会
青
年
会
と
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
が
、
一
緒
に
下
菅
谷
駅
か

ら
公
民
館
ま
で
の
自
治
会
区
域
内

お
よ
び
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
毎
月
第
２
日
曜

日
に
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、
こ

の
日
は
朝
１
時
間
ほ
ど
の
作
業
で

ご
み
袋
５
袋
分
の
ご
み
を
回
収
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
青
年
会
で
は

地
域
貢
献
や
地
域
内
の
住
民
の
交

流
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

交
流
を
通
し
て
地
域
を
き
れ
い
に

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た

　

４
月　

日
、
市
立
図
書
館
で

２６

「
こ
ど
も
図
書
館
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
本
や
図
書
館
に
ふ
れ
る
機
会
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
お
は
な

し
会
・
映
画
会
・
お
は
な
し
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
し
お
り
を
つ
く
ろ
う
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
色
画
用
紙
に
イ

ラ
ス
ト
を
描
き
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
し
た
自
分
だ
け
の
し
お
り
作
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
�
ン

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

期
間
中
の
５
月　

日
、
市
交
通
安

１１

全
推
進
協
議
会
が
、
那
珂
警
察
署

前
と
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
前

交
差
点
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　

海
野
市
長
や
水
戸
農
業
高
校
の

生
徒　

人
が
、
信
号
待
ち
の
ド
ラ

２３

イ
バ
ー
に
「
安
全
は
、
ゆ
と
り
の
心

と
マ
ナ
ー
か
ら
」
を
意
識
し
、
常
に

「
ゆ
と
り
」
と「
ゆ
ず
り
あ
い
」の
運

転
に
努
め
て
ほ
し
い
と
、
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
り
な
が
ら
、
安
全
運
転
を

啓
発
し
ま
し
た
。

美
し
い
郷
土
の
保
全
に
貢
献

　
「
平
成　

年
度
環
境
保
全
茨
城

２７

県
民
会
議
総
会
」
に
お
い
て
同
会

議
議
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
勝
井

明
憲
さ
ん
（
津
田
）
が
、
４
月　
３０

日
海
野
市
長
に
受
賞
の
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

勝
井
さ
ん
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
関
す
る
講
演
会
の
講
師
を
務

め
た
り
市
広
報
紙
へ
の
記
事
の
提

供
な
ど
を
行
い
、
ま
た
「
な
か
環

境
市
民
会
議
」
の
立
ち
上
げ
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
郷
土
の
保
全
と

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。　
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� 国保ミニ情報 �

○那珂市国保の加入者数　１５，３７４人

　（平成２７年４月末現在・

 前月比１３９人増）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億１，３５２万円

　（平成２７年４月・

前月比２，９７１万円減）

※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★火災・救急の状況★
（平成２７年４月）

○火災件数
　　　１件 （本年累計９件）
○救急出場件数
　　　１４０件 （本年累計６７１件）
※大切な命を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう

問い合わせ／那珂市消防本部
�２９５－２１１１

★事件・事故の発生状況★
（平成２７年４月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 １１９件
　負傷者 １７４人
　死者 １人
※暗くなる前から反射材を身に付
けましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 １５１件
　　うち　　空き巣 １４件
　　　　　　自動車盗 ９件
　　　　　　自転車盗 １３件
※防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ！
問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０

木村　純 １，４００円
健骨体操教室　　   　  　　１８５円
野木　利三郎 ２６，０００円
ぴっぴお話の会　南波　久代

３，８３９円
平野友遊クラブ ６，４４５円
菅谷　柏村 ３０，０００円
匿名　  　　　　　　　　   ５９６円
常陽ボランティアクラブ

アルミリアカー 1台

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

４月１５日～５月１４日（敬称略）

� 今月の納税 �

○市県民税（普通徴収）   １期
○介護保険料（普通徴収）   ２期

納期限：６月３０日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

� 人の動き �
那珂市の人口（５月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，３８７人 （＋ １１）
　女　　　２８，２７３人 （＋   ２）
　計　　　５５，６６０人 （＋ １３）
世帯数　　２１，９５２世帯 （＋ ６３）

○出生　２７人
○死亡　４０人

（４月１日～３０日）
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　市では、地球温暖化対策の取り
組みとして、５月から８月までの
４か月間、毎月第２週にノーマイ
カーデーを設定しています。期間
中の５月８日、海野市長も徒歩で
市役所へ通勤しました。
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常陽ボランティアクラブの皆さん
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　４月２７日、「交通安全県民運動模
範推進者感謝状伝達式」を行い、
交通安全のため特に積極的な活動
を実践した功績が認められた宮内
英征さん（杉）、小橋順さん（菅
谷）、鴨志田得さん（後台）、石井
敏子さん（菅谷）の４人（順不同）
に茨城県知事からの感謝状を伝達
しました。



広報なか６月号３１

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ ���（携帯可）
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●メールアドレス
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●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

７月の休日当番医

５日　塙内科消化器科　 （後台）
�２９５－２１１０

１２日　諸岡医院　 （瓜連）
�２９６－１１２３

１９日　ルリア記念クリニック （中里）
�２９６－３３３３

２０日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

２６日　あいざわ循環器内科クリニック
（竹ノ内）
�２２９－１２３０

■診療時間／午前９時～１１時３０分
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話でお問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療
情報コントロールセンター（�
２４１－４１９９）、または「那珂市消防
本部」（�２９５－２１１１）へお問い合
わせください。１１９番は「緊急事
態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力くだ
さい

日時／７月１日（水）、８日（水）、
　　　　　１５日（水）、２２日（水）
　　　　　２９日（水）
　　　午前９時～正午
　　　※７月から相談時間が変更にな
　　　　ります
場所／
総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会菅谷分室

（総合保健福祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

心配ごと相談
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　自衛官募集相談員の任期満了に
伴い、那珂市長および自衛隊茨城
地方協力本部長との連名で、５人
の相談員を委嘱しました。任期
は、平成２７年４月１日から平成２９
年３月３１日までの２年間です。
◆自衛官募集相談員（順不同、敬
称略）
　植田　　浩（東木倉）
　野上　一朗（横堀）
　寺門　利光（飯田）
　藤咲　富男（菅谷）
　先�　二郎（静）

日時／７月７日（火）午後１時～５時
　　　　　２１日（火）午後１時～４時
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

◆自衛官募集相談員の皆さん（海野市長、
自衛隊茨城地方協力本部長とともに）
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　行政相談委員は、「めざそう　住
みよいまちづくり」をスローガン
に、市民の皆さんの身近な相談相
手として、行政に関する相談など
を受け付け、その解決のための活
動をしています。
　４月１日、次のかたが総務大臣
から行政相談委員に委嘱されまし
た。
　勝山　文久　委員（再任）
　小森　友子　委員（再任）
　萩野谷　悟　委員（新任）
　毎日の暮らしの中で、困ってい
ること、悩んでいることなどがあ
りましたら、お気軽にご相談くだ
さい。ご相談は無料、秘密は厳守
します。
問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
�２９８－１１１１　内線１１７
茨城行政評価事務所行政相談課
�０５７０－０９０１１０（相談専用）
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先
月
、
奈
良
県
生
駒
市
で
開
催
さ
れ

た
環
境
自
治
体
会
議
『
い
こ
ま
会
議
』

に
、
環
境
課
職
員
と
と
も
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

環
境
自
治
体
会
議
は
、
現
在
全
国
の

　

自
治
体
が
参
加
し
て
お
り
、
政
策
の

４９あ
ら
ゆ
る
分
野
に
環
境
へ
の
配
慮
を
取

り
入
れ
た
自
治
体
を
目
指
し
、
情
報
交

換
や
相
互
交
流
、
研
究
、
実
践
活
動
を

進
め
る
場
と
し
て
創
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
、
今
年
で　

年
目
を
迎

２３

え
ま
す
。

　

那
珂
市
は
、
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た

第　

回
『
に
い
は
ま
会
議
』
に
初
め
て

１９
参
加
し
て
以
来
、
今
回
が
５
回
目
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。『
に
い
は
ま
会
議
』

に
お
い
て
は
、
那
珂
市
長
と
し
て
特
別

報
告
を
要
請
さ
れ
、
那
珂
市
に
お
け
る

東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
会
場
の
皆
様

に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
遠

隔
地
の
自
治
体
と
の
災
害
時
相
互
支
援

協
定
の
必
要
性
な
ど
を
提
言
し
た
と
こ

ろ
、
朝
日
新
聞
の
愛
媛
県
版
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

松
山
放
送
で
も
、
そ
の
内
容
が
取
り
上

げ
ら
れ
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
翌
年
、
第　

回
の

２０

福
井
県
で
の
『
か
つ
や
ま
会
議
』
に
お

い
て
、
災
害
時
相
互
支
援
協
定
締
結
の

方
向
性
が
採
択
さ
れ
、
同
年
に
、
北
海

道
か
ら
九
州
に
わ
た
る
全
国　

自
治
体

３０

に
よ
る
協
定
が
東
京
都
内
に
お
い
て
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
に
相
互
に
助

け
合
う
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
に
お
い
て
は
、　

年
後

２０

に
耐
用
年
数
を
む
か
え
大
量
に
発
生
す

る
で
あ
ろ
う
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
完

全
再
資
源
化
に
向
け
た
研
究
の
提
言
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

美
し
い
自
然
を
損
な
う
こ
と
な
く
、

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
哺

乳
類
と
し
て
最
高
の
知
的
能
力
を
有
す

る
人
類
の
至
高
の
責
務
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。　

　

那
珂
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
『
な
か

環
境
市
民
会
議
』
が
創
設
さ
れ
、
環
境

問
題
に
対
す
る
関
心
が
深
ま
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
機
運
が

高
ま
り
、
那
珂
市
に
お
い
て
環
境
自
治

体
会
議
が
開
催
で
き
れ
ば
と
考
え
る
こ

の
頃
で
す
。
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■コメント

　スペイン風の野菜たっぷりの飲むサラダで
す。旬の夏野菜で簡単に作れます。野菜の質
によって酸味や水分も変わってくるので、調
味料は味をみながら量を調整してください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

成人食部会の皆さん

����ガスパッチョ

ヘルスメイトさんが作る健康料理  １１７○

■１人分（５８Kcal／塩分０.５g）

■野菜摂取量（１人分　１４２ｇ）

①トマトは湯むきしてざく切りにする。

②玉ねぎ、セロリ、パプリカ、キュウリをざく切りにする。

③①、②と水３／４カップをミキサーに入れて混ぜ、�で味付して

よく冷やす。

④器に盛り、好みでコショウをふる。

■作り方

■材料（4人分）

トマト�………………………�４００ｇ
玉ねぎ�…………………………�３０ｇ
セロリ�…………………………�４０ｇ
パプリカ（赤）�………………�４０ｇ
キュウリ�………………………�６０ｇ

おろしにんにく�………………少々
酢�…………………………大さじ２
オリーブ油�………………大さじ１
塩�………………………………少々
あらびき黒コショウ�…………少々

�
�
��



広報なか６月号３３

【短　歌】ときわ短歌会　片岡明選

鯉
釣
り
て
子
ど
も
の
頃
に
よ
く
食
べ
き
今
食
う
吾
は
奇
人
に
見
ら
る　
　
　
　

赤　

塚　

満　

夫

五
つ
も
の
花
の
掛
か
る
と
ひ
と
り
ご
ち
妻
は
活
け
た
り
鯛
釣
草
を　
　
　
　
　

加　

藤　
　
　

要

水
と
こ
れ
あ
れ
ば
キ
ッ
チ
ン
こ
と
足
る
る
タ
イ
ム
の
短
縮
に
母
の
偲
べ
り　
　

川　

上　

恵
美
子

廃
線
と
な
り
七
年
を
経
過
し
て
江
差
の
駅
舎
は
廃
屋
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　

小　

宅　
　
　

進

泰
山
木
地
球
に
何
が
起
こ
ろ
う
が
び
く
り
と
も
せ
ず
ド
ド
ン
と
立
て
り　
　
　

大　

森　

勝　

代

あ
の
雲
は
月
夜
に
何
を
思
い
て
か
動
か
ず
じ
っ
と
吾
を
見
つ
め
り　
　
　
　
　

大　

森　
　
　

満

職
退
き
て
妻
の
く
れ
た
る
物
三
つ
麦
藁
帽
子
に
鍬
と
鋤
な
り　
　
　
　
　
　
　

赤　

塚　

満　

夫

お
も
だ
か
の
真
白
き
花
は
故
里
の
青
田
の
隅
に
密
や
か
に
咲
く　
　
　
　
　
　

小　

宅　
　
　

進

無
く
し
物
多
く
な
り
た
る
百
歳
に
近
き
母
の
背
小
さ
く
丸
し　
　
　
　
　
　
　

大　

森　

勝　

代

決
心
の
つ
か
な
く
迷
う
そ
の
時
に
咲
く
花
と
り
て 
稚 
き
に
か
え
る　
　
　
　
　

川　

上　

恵
美
子

わ
か

ネ
モ
フ
ィ
ラ
に
集
ふ
人
ら
を
睥
睨
し 
鋭 
き
翼
見
せ
フ
ァ
ン
ト
ム
の
翔
ぶ　
　
　

加　

藤　
　
　

要

と

不
自
由
な
者
ら
バ
ス
停
に
下
り
終
え
て
手
を
振
り
さ
よ
な
ら
笑
顔
の
満
て
り　

大　

森　
　
　

満

宇
宙
へ
の
夢
の
ふ
く
ら
み
四
月
馬
鹿　
　

桜　

井　

筑　

蛙　

芽
吹
き
初
む
大
樹
の
空
や
寺
の
鐘　
　
　

大　

森　
　
　

満

さ
ざ
波
の
歌
う
が
如
き
植
田
か
な　
　
　

飯　

島　

京　

子

晴
れ
続
き
遅
桜
散
り
母
も
散
り　
　
　
　

藤　

岡　

み
ち
子　

鯉
幟
泳
げ
よ
高
く
男
児
あ
り　
　
　
　
　

筒　

井　

か
よ
子　

聖
五
月
魔
法
の
箒
に
乗
る
少
女　
　
　
　

浅　

野　

と
し
子　

夫
と
聴
く
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
夏
に
入
る　

松　

井　

節　

子

温
か
き
土
と
語
ら
い
茄
子
植
う
る　
　
　

高　

畠　

久
美
子

千
波
湖
や
桜
映
し
て
薄
化
粧　
　
　
　
　

小　

澤　

佐　

代

筍
の
料
理
方
法
あ
れ
や
こ
れ　
　
　
　
　

海　

野　

美
恵
子

子
ら
の
言
う
ば
ら
が
咲
い
た
と
紅
椿　
　

関　
　
　

詠　

子　

今
が
あ
る
今
日
あ
る
今
を
草
を
引
く　
　

海
老
根　

和　

子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
伝
え
歩
き
の
童
の
笑
顔　

益　

子　

春　

子

白
寿
の
葬
や
さ
し
く
囲
む
芽
吹
山　
　
　

雨　

宮　

文　

枝

母
の
日
に
真
紅
な
シ
ュ
ー
ズ
届
き
け
り　

高　

野　

祝　

子

静
峰
の
丘
華
や
げ
り
花
筵　
　
　
　
　
　

宇
佐
美　

和　

子
戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。

【俳　句】あせび句会
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これからも笑顔が
素敵な子でいてね！

これからも元気に
すくすく育ってね！

いっしょにたくさん遊ぼうね！

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

再生紙と大豆油インキを使用しています。

4/１7
生まれ砂本煌輝くん

こうき

4/12
生まれ浅見香桜ちゃん

か　お

4/29
生まれ中村琴音ちゃん

ことね

　　ガスパッチョ

※
レ
シ
ピ
は
32
ペ
ー
ジ
に
記
載

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

　静峰ふるさと公園で開催された「八重桜ま

つり」を盛り上げた総勢 600 人を超える「よ

さこいソーラン」の踊り子さんたちの中で、

大人に負けず一生懸命踊ってくれた女の子で

す。当日は、午後１時から８時まで約 30 団

体がかわるがわるステージを盛り上げてくれ

ました。　　　　　　　　　　（４月 25 日）


